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序

鯵 輪村教育委員会

教育長 杉　 渾　　 崇

このたび､ 宵箕●村土地闘発公社が､ 壇／井の中田地区に工繍用地造成工事を行うに当たり、

遭味の記録裸存のために癩息発4㎜ 査を実施しました．

箕輪町から隋箕岫村⌒かけての．天竜川西岸の水田地帯一帯は．弥生時代から現代に至る水

田址を中心とした大農碧遺跡で、r薫軸遺跡J と呼ぱれているところであります．この糞幟葦駱

は昭和加年の伊那土地 改良区の設立による大規攬な耕旅整理本業の翻、多くの澱衝が出土した

ことから発見されたものですが、甫箕輪地籍での発翻雌それほど多くはなく、最近では昭和57

年の信英讐匍気箔の工場増設に伴う調査、平成元午の幡半鋼機増段に伴う調支、平成２年の＝

チノウ建設に伴う閥査の３回、小燐模ながら調査をしております．

今回の中田地区で雌､ 罷棚面積i↓約7,0薗㎡にもおよぴ. 南箕輪としては本絡的水田遺構の発

掘圃査となりました．しかも工期の都合で瑞鱗確壁●童から本 発星鋳丁まで、わずか５ヶ月足

らずという短期簡で艇了させなけれぱならず、たいへん苦労が多かったことと忌います．ここ

に箕輪瞳跡 としては最も甫に当たる中田圖岫ﾇ'の葱鮪の状況 が明らかとなり、報告書が出される

ことは大きな書ぴであ ります．

調査団長の本lil秀辱先生には、発掘から報告書完減まで一貫して中心となりてご尽力いただ

きました．また．楓● に何回となく足を運んでご指導くださいました癩文化喋の先生方や調査

員の皆さん、それに珊儡作業にご協力くださいました豺内外の多くの方々に、たいへんお世話

になりました．心より感謝申し上げ ます．



例 言

１　本書は、長野県上伊那郡甫箕●村字中田喩良ji番地１他3?筆に荊 在する箕輪遺跡の蚕却爾

査報告書である．

２　 瞬査は南箕輪村土地開発參社による工場用地の遣成にともない南箕輪村教育委員会が行っ

たものである．

３　冊掘嗣査は平成４年６月24日から平成４年11 月10EIまで行い、引き腕￥1て整理作業及び

報告書の執筆作庭を行った、

４　本書作成における作業は、以下のように分担した、

遣構図の善理・トレース　 本田秀明、友松 油、百噸舞哨、百噸千里

土器、陶皺器の実測・トレース　 加藤智子 小沢よね子　 百瀬千里　 百瀬美檜

本仰の実測・トレース　 小沢よね子 唐沢密子 原 伸子 唐沢富笑子

百瀬千里　 百瀬美瞎

石器の実剽・トレース　 唐沢富貪子　百瀬千里

土器の拓彫　 本田秀明．百零千里．百瀬葵賭

遺物一覧表　 加漂智子、唐沢富典子　友松 瞳　百瀬美晴

挿図作成　 友松 輸

図版作成　 友松 輸、百揃千鳥

Ｓ　土器の復元は橿択幸一氏にお願いした、

６　本書の執筆は本田秀明、友松　岫が行った、

７　酒孵図は1 ；40、l:1(Xl.1 ； 21X)に統一した．

８　瓊物実測図は２：３．１：４を基準にしているが、小同体の墟合に１：１、１：２を用

いた．

９　試掘贋査から本書の作成までの閥、下記の欄間並びに佃人の方々に御指導・御協力をい

ただいた、感謝申し上げる．

０機贋　 長野県教育委員会戈化暉・『財3 長野県埋蔵文化財センター

冥軸町歓育委員会・古綴塊研究所・帝京大学11』梨文化財研究所

アルフ？肢研

10 闘査・整理にあたっての川土遺物及び酸版緬は南箕輪村教育委員会で保 管している．

広く活用されたい．
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第 工章　遺跡の立地と環境

第 １ 節　 遺 跡 の 位 置

箕輪茸鏑は長野県上伊凰都南寞輪村と隣接する箕●IIの天竜111ｓ 岸，天竃JIIと国逼153号・ の

間にあ 呑沖積平地4こ偉置する．ｊＲ矩岡線北●●付近から木下駅に至る水田地布．工場敷 地ｕ

ほどんどこの遼鯵に人うている．一ｎに簑輪蔵跡と言われている瀧糾の蝿横は康酉1.211. 嘸ｔ

s1．と広縁・ なものであり，すでに10 ￥涜の贋査11行われている，

置跡 の大部分は行政上箕翰町に馬しており遺跡の陶紬ｓ が陶驚 岫封に鼠している.この広い遺

跡内には.久像下 一塩ノ丼・北搬l南箕輪村｝・韓利田・渋田 一穴同・論結 一大湊水・小瀧水・御

宦田・城安寺・苦谷 一馬蝸4翼簡町丿邨の小字にわかれており，更に地名は1崩）糸を数える，

今回の購童地点は，・ 伊耶郡南箕輪村３閔4番地岫37筆壇 ノ丼中田亀墟と呼称されている所に

位皿している．

略１図 遺跡位置恩
s. ｅ帥
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第 ２ 節　 自 然 環 境

南箕輪14は天竜JII上流埼域にあり．西側の木曽山慧 、東側の赤石山脈の間に開けた伊那盆地

の東西の栢の最も広い（東西1311）部分の天竜JII右岸に位ｌ してﾚ るヽ ．Ｘ竜川の氾濫原と大泉

JIIをはじめとする小河XIIの扇状地の広がろ村である．木曽山脈北端の経十岳山塊から帯無川、

大泉川の土砂（地質学的にlir 新期士石胱）嘲素面）の楓ｉ 祀よりなだらかな段丘をつくりて

いる．商い段丘ｉ を南殿面、低い段丘を神子柴面と呼称している．またこの下に天竜榛● の上

１ 部が山麓まで続いている．段丘下には爾頂郭や扇央郎から伏鰹木となグでいたのが天竜●屑

と呻稽●との塊に湧水となって出ており、水量も豊かであり重要欄されてきた．また．覗在で

も「用水わさぴ栽培」に利用されている．低位厭丘崖から東を洸れる天竜川との聞は沖積地と

して古くから水田地帯となっている．この沖讃平野は天竜jllの氾濫原で東西から流れる支流の

ため天奄川が大きく蛇行し. 場所により広狭に大きな差が覧られ. 本駒査埼【中田】・塙ノ井・

久保下地区は割合狭1ヽ.

天竜XIIの笛側に旧杓道があり古川と呼ぱれ、その西側に平行して徽高端があり自然堤防の投

ｌ を桑たしていただろう．徽商地の西鮑に広がる低地が後背星地であると思われ、本醐査地点

はこの後背置地に位置している．

富ノ井・中田地区は．昭和27年から行われた土地改良事業以前、この地ぱ垂水Ｓ・底無招・

ｌ 田・盾田・１ 厚となっており、人馬も沈む桐田があちらこちらに点在し．一帯 が大岨地帯で

あった．また西天竜JII開設により段丘上が水田化され、段丘下の湧水の量も増加し灘匍化に翰

をかけていた．土地改良により一書が？や乾田化してきている．

第 ３ 節　 歴 史 的 環 境

１．箕輪遺Ｓ の歴史

冥輸竃跡にり いては楓在までに多くの書物が発表されている．特に箕輪町教育黍員会では遍

跡内の地点調査を徽回行りており、その成果が発表されている．

天竜JIIの祀臓罪に所在してﾚヽ る．本瓊跡が世間に注目されるようになったのは．今から匍年

前、昭和27 午からΞ か年にわたって行われた土地改良事業によりて多量の遺物が出土したこと

k:よるものである．愉しくも土場改良事業中ということもあり、発綱間査の実飾までには至ら

なかったが．その状況は箕輪史研究会によって克明に卵Ｓ され、多くの出土遺物は地元郷土史

塞の小池俵兵（敵人）・小JI」守人（故人）によって収集保存されていた．今 日、本遺跡の存在

は両氏の多大な舅力なＬには鮑れないところである．遺跡は、箕僚町から南箕輪村にまたがり

総面積IDOヘクタール以､上と考えられ､大池水・小楠水・苦谷 一馬毎・御窟田・鍛冶屋垣外・誠

安寺・穴田 一読田・曽椎田 一久保下等の多くの小字によって区分される.出上遺物は､繩文中 ．

－3－



●箕　 袖

●久 保 下

●天　 伯

●西垣 外

●ｔ

●嘲

●１

●北

場

ノ

堰

城

外

弁

外

●痢

●天 王

●内

●柴

城

原

城

奮

●猿　 良　 ●九　 山

●向 坦 外　 ●山 の 神

●俎　 夕1　●東 堰 外

●秋鵬神社附近

第３図 月ｉ 遺跡分布図
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撞 一晩剤土偏をはじめ、ｔ 希ｔ 器．土卸器．頒痍曇．灰慟陶翫 中・辺鄙皿 器まで酔fｔの桶

がみられる．ま吏．細査・田Ｔ駄 一木製難 一儀などの●槽員の倍．矢板や世万本に迪すると思

われる木杭 が出土して13り．水丿圃叢作を裏付けるものと曾えよう．更に注li, るの1･l.大滴冰

地籍から出土した木製Å形．垢鳶、木串や．御窟町蹄籍より多量に出土した高坏を中心とする

弥生土器、土昨●などで、水田鎚●に贋振するであろう集初的迪構の存在が明らかに予羞され

る．しかし．これらａあくまでも士池ま良工事中に出土した遺●であり、大きな発見眩更に新

しい疑問と■●を痙すととなった．（賞輸遺琳丿隷告書粛５次より）

その植出土遺鋤!t箕綸町舞士博物館lこ寄託され、遣物の保存及ぴ研究が遷んできている．ｓ

和55年国道Iｓ 号農の箕輪パイｙlスエ寥に倖う小湊池・大涜水の喬饌関壷が行われ､土師禰・須

恵●・＊ 砿冽が根曲され走が.木杭列と土師■等が伴出せず冰田百等時代決定は扁雖であｰｺた．

瞬 酵 鮮 虞の袖閥 査哺 訃 らｔｌｌ査曖 う．

町和57都度11昨年に続き㎝ が行ｂ れた 密集して鏡 鮮打ち込まれた木杭列に

偕行してII 采を並ぺ、ところどころに石の・ かれた這跡や水ll が方形に形作られていること木

杭･こよる畦畔、水の曲入口窟設が検出されたことは特lご往日される．

薯和ｓ年奮翰町調蜀公社宅地迪僑事業に團係し田中蛙1●地ｌ:め曲査を1?うた．ヌ竃μ|め氾置

が予息騏上に大遡掻であり遺構、遣●を残すことなく全てを襲が硬いつくしており土塁の一価

から．ま眉の爆裂を禰冪しようとしたが手柳かりも将られなか９た．

平威２年木 下区企民雌建設に部う騎査（国運酉・大着水j4 発ヽ傭1てより瀧欄、逢●の検uja

見れなかりたが、プラント ーオｙl－ルの分ｉ による冰田Ｉ の隷冊はできた．また公共ｆ冰道事

業肺末總l●番数置lこ関して安城地籍の弗掘爾査が行われ．木枕列を伴う水田油檎の狭出と現穐

防の築かれる以前の天竜111の興横する 零における著作の実態jｔ鐘簒さ九た．

平成４年県道雲仙梵篤・ 改良本業に稗う調査js行われ木肱列その他の遺物が検出されてｌ るヽ．

庵箕●村において1,. 塩ノ井．冰爾査区南東Iｓs 披輿lでｺﾆ●1劃lに伴５飼査が0 畷和s? 午○偕

英●電気絡ＩＫ．平成元年ｌ｝錦半嘲顔ｘＫ．平成２年め＝チノクＫｘ）小鼻握ながらtiわれた.

l.かし．楓冰や旅れ冰杭の諭出にとど まり．目立うた油構．咄咄i;Iｓ められなか・た．

２．周辺遺跡との関係

南箕軸村には多数の遺跡が存在しているが、一番注目されているのは「神子柴遺跡 」である．

旧石 器時代後期の「神子柴型石器一括」（重要文化財柑定）を検出させた遺跡である．

前述の如く箕輪遺跡は沖積層上の遺躊であり他の遺跡は全て段丘上に位置している．箕輪遺

跡は遺跡の性格上この段丘上の遺駱と密接な関係ものとに営まれたことは朋確であろう．

本遺跡の周辺置跡にっいてみると、塩ノ丼・天王原・隋垣外・久保下・秋葉枇・内城・東壇

外・酉外垣・北垣外壇跡は発扨飼査が行われ扁楕円形土製品一古墳時代屋内祭祀跡が検出され

－5－



た．天伯遺跡これ も発楓駒査され弥生時代～平安時代の住居址多数を検出．毎外・上人塚・柴

官・11jの神・内外垣 一鬼山古墳!直刀､子持勾玉）､箕輪町に入ると穣東・廂城・北嫉・上ノ林・

王高古城と段丘上に住居址群が確紹されている．天竜μ|東側では北垣外・御射山 一屋心寺下・

上兪・大原の各冶鎗が見られる．

箕輪町松鳥の・ 墓古墳g 上伊那郡唯一の牌方破円墳）の出現、中世（廸武年間）になってこ

の沖積平地（水田地帯）に藤沢行輦の田中城の造営、武田偲玄が御射山社に＊ 曽義昌が三日町

社纒与社に土地､の寄進もこの広い水田とかかわりを持つものと考えられる．江戸時代の久保・

塩ノ井の間田資料から見ても駁丘よに比べて広面稿になっている．

以上本遺跡を取り巻ぺ直跡を見た時、ｌ 蜃生産地と集落地を結びつける瑞構・瓊物を見るこ

とはできな.いが、信仰面から見た時、ｔ 垣.外巻跡の・ 内祭杷跡がこの生産地に一つの薦羅を校

げかけているのではないかと思う．しかし．舗史においてÅ４の生活（集落祉会）とその基盤

である生産を咆えなけれぱならない．その君味では箕翰還跡を路らずして箕輪地域の姿を究明

することはできないと思う．これからー雛の舅力を蜀すると考える．

第１鹿 岡囲遺跡一覧表

番母 遣 赫 名 地　 籍 立 地
畔　　 代

傭　　　考
・石 飼文弥生 古隣 蓼糞中世

１ 冥　　 軸 ぽ 晋 蓼地 ○ ○ ○ ○ ○ 田和17s 平成 ２¥ 麦耳 査

２ 北　　 墟 木　 下 凌 丘 ○ ○ ○

３ 席　　域 木　 Ｔ 廬 丘 ○ ○ ○

４ 鎗　　泰 木　 下 殷 丘 ○ ○

Ｓ 丸　　山 ＊　 下 段 丘

６ 久 保 下 久　 保 平 地 Ｏ

７ 素 坦 外 久　 保 段 丘 ○ ○

Ｓ 天 二11犀 入　 裸 平 地 Ｏ

９ 向 屋 外 塩 の 丼 段 丘 ○ ○ ○ ○

10 山 め 峰 盧 の 弁 諭 丘 ○ ○

Ｕ 天　　 帥 臓 ノ 弁 段 丘 ○ ○ ○ 昭和42年度翻査

12 塩　／　井 塩 ／非 段 丘 Ｏ

13 内　　娘 ｔ　 聚 平地 ○ ○

14 垣　　 外 壇 ／井 段 丘 ○

15 鳶 垣 外 ｔ　 搬 段 丘 ○ ○

16 百 垣 外 北　 搬 平地 ○ Ｏ Ｏ

17 北 壇 外 北　 章 段 丘 ○ ○ ○ 平成２年度闘査

18 峻　　歯 北　 爾 段丘 ○

19 秋眼紬社付近 ｔ　 搬 平地 ○ Ｏ



第II章　調査の経緯

第 １ 節　 調 査 の 契 機

箕軸遺跡は南驚軸豺から箕軸町にわたうて広がる大規模な水田毫瞎として、昭和2? 年から行

われた伊那土地改良組合による土地改良事業を機に知られるようになった．

箕輪羞恥の大半は箕幡町地籍であるが、濡琳の南隅は隋箕略村地籍になっており．今回の飼

査ｇ 前に２回贋斎が行われてきている． しかし、いずれの調査地も耕土下は全面が曝及び自薦

堆瀧の粘土層の互ｌ で遺構は紹められず、自然＊ 一木杭・果核 郷の遺物が出土したが筒下堆積

によるもであるので涵的な爾査は行わなかった．但し．調査地の西側部分については将来恒久

的鴫造物を蜷てる諏には、詳細な発掘飼査が必要であるということとなった、

村は21世紀を置麗し村の沃梓化をはかるためのー礁として．工綱団地の計筒を推轍し企業誘

鰍粂件の向上をすすめてきた．これにＳ つて土地開発公社は土匍利用轡銀にもとづき天竜JIIの

河岸段丘下、南箕輪村字中田845番地｛他37篆｝の総面積約Ｘ順）O㎡を工朋用地に珊定し、平成

４苧10月までをめどに造成することとな・ た．これを５けた村教青委貝会は開発予定地が周知

の追跡である箕輪壇跡の一郁であり、当地が後背塵砲という地形的粂件に恵まれ、また前圖の

飼査結果等から購査の必要があると考え、闘発公趾・長野潭教青委員会文化牒と保●協議を行

い、水田遣構の噛眠爾査をすることとなった．

以上の経過の騰．綱査団を績威し調査を行った．

－ ７－
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第 ２節　 調 査 の 体 制

嘲箕輪村撒膏委員会

剽 査　団

団　　 畏　　 本田 秀明　長野県文金:財保護脂導委員

間賓主 任　　 友松　 諭　 南箕輪村教育委員会学芸輿

剽棄指導員　　 柴 登已夫　 箕輪町郷土博物館主任孚芸員

赤松　 茂　 箕楠町郷土博物鹸学芸員

小平 和夫　 辰野町百小学校較餉

駒査に参加された方４｛順不同｝

加藤噌治　白鳥良子 唐沢憲一 征矢謙吾 淑●智子 唐沢富美子 唐沢容子

小択よね子 加薦千代人 加擲益子 精水たけ子 清水膀 原伸子 山口実子

蟹択俊雄　矢沢国男　石倉俊廓 本関恵美 出羽沢かっ子 唐木呼子 ｔ原哲７

礪由美 明石●11 掬迫健一 井沢博之　日戸武彦 臍水波子 佐々木弘子

鯛　 宰 耳塚繁雄 山田武志　百瀬千里　百ｌ 美晴 小林由利江 小田切守Ξ

山本安子 久保田恵子 登内梢　石曽根光治 大羽ひとみ 唐沢安子 蜂谷輦

長谷謀五郎 伊東斑恵 伊車民恵 轄高うた子 小田将弘 倉田拓実 関根勇

征矢義瞬 伊藤I亮平 西村孝　山口昭平 丸山陽一 植村義人 小野浩貴

岩田・ 子 長尾千世子 高嶋あや子

事　 務

長谷郎五郎

移潭　 購

丸山 博志

酉巻 ．義雌

加藤 純治

市川　美保

松潭英太郎

纏山 文男

田中　 聡

山崎 晴美

局

南箕輪村教育委員会教育長

南箕軸村教育委員会教育長

( ～ 平 咸 ４ 年10 月)

( 平 成 ４ 年IO  月 ～)

南箕輪村敬育委員会次長

南箕輪村教育委員会社会教育振係長

南箕帷村較育委員会孚校教育係係長

南箕輪抒教育委員会学校教宵係

南箕輪村教育委員会社会教青振主事

南箕輪村教育委員会杜会教育係

嘸箕輪村教育委員会社会教育係

南箕槍村教育委員会社会教育係

－ ９



第 ３ 節　 調 査 の 経 過

平144 年lj12,1u ，闇発行為に伴うIﾔき内協囃が哨|かれ，5,10111 の亨ij陥議によりμ細刷

査をfi う布とな･1 た，19 剛こ測査|:剌を結l戌し，劇削丿会議を閤いて今吸の澗兪の進めj,を検討

した，6J!51] から現場作・1こ入り，221.1には本轜的な水田屑食は初めてであｰ, たので同じ鴛

輪遠齢内で行わj1ていた箕輪町･り薦たをＱ･？し，all を行・ だ．

試細調査は６月251･|から７剔6H までトレンチ荊査をflい遺跡の有無と広が･;を確ふ1!1た．

破鐘･qiのトレンチからｔ・ ・陶磁器・本抗 刄の遺物．また啼眼・磯板を月|いた吐畔状6'J濡梢木

咬列零を確認1.た.ソラントオバ･･ルの分析において もそれぞj口･ レンチの各層から検出.きj1.

中ｍ地区での水川・ 構の４:在が剛らかとな･,た．ｘ 如叫査を終'rし.7Jj3FI にijわjLた|喝毫

公社・県文化葬をの事擁協瀾の結果．獣況からみでilj的に調査を行･1 のは困Ｉ であろが比鮫的

｣:増堆積が女定し禰の琳ち込みが慄く調査区滅び･中心でF.場諦が蜷･'〕であろう！思わj1る郎分

にりいて．遺物を迫うことを中心に調査をlyりこととなｰ,た，だが．最初の試唯銅壷でilまだ

●の広がりと壇倫の範囲がｆ明確でありたため．ＲＩり|| より新たにトレンチを澗貪14 城中央

郎に６本験IL.. 内･|本を銅鐸JLて1211 11 で調査９行-,た．

gE の澗負§こｌ り．おおよその層の広がりが

癩認できたので，s Illsllの痛廠団会議でも･J

とも瀧鞠のみちれる３堀を中jc･に調査を進めて

行くことになりだ，221j より本調査を皓ぬた.

調査地は地r' 水倣が多く終Ｈポン ノを稼働

させなければならなかった．●繭が終わるまで

は，南が鋳ると禽査区に水があふれＦレンチの

位置 がわからなくなろ担だ7･ た．

降雨が明ll 夏季に入ると昼澗の急淮な永分力

蒸発による地衣１ の乾嶮を防ぐためにｉ 期的に

水をかけ るなど．訓鹿をΓΥうi 』の準俑だけでも

一苫労でゐ一Jた．

肖初の興壷の終 』'f一定XigJj F 句頃までとな･，

ていたが．爾査lai禰の広人さと多くの還嘴・遣

物の出上により延期を余儀なくされ，９月9 11

の協晶により10月Jk まで調査を延期ｔることと

なりた．
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○調査 日誌

６ 月 ５ 日

19 日

Z511

トレンチの設定｛Ａ～Ｇ｝

トレンチの設定

トレンチＣ－１・Ｃ－２・Ｃ－３・Ｄ －２の掘削．ＦレンチＣ－１より暗東遣携．

Ｃ－２より杭列が出土する．地下水が多く、すぐに おレンチに水がついてしまう．

26n　 トレンチＡ・Ｂ－１・ｃ－２・Ｇ の鵬劃とトレンチｃ－１の土皿鎖攘.測量を行う．

トレンチＡと６－２より自然撒木と木銃が出土する．

27 日

四 日

７ 月 日1

2 日

トレンチＣ－２の土層観察と測量を行う．

トレンチＣ－２から出土した杭列 の測量とＣ－３の断面測量を行う．

トレンチＣ－３の断面測量の統きと．Ｂ－３・Ｅ－２の掘削作業を行う．

トレンチＥ－１とＦの掘削．Ｅ－１からは甫北方向にわたり横板とそれを下から支

える形で杭が２本出土する．Ｆからは多量の杭と田下駄 が出土する．これと平行し

てトレンチＤ－２の断繭測量を行う．

３日　プラントオパール分析の土壌採取 のため古環境研究所の職員の方が来る。トレンチ

Ｆの遺物がｉ 土した地点を拡張し。平面図をとる，

6 r1

7 日

８ 日

９ 日

10 日

13日

トレンチＥ－２とＤ－２の断面測量を行う．

トレンチＦの断面測量、拡張した都分の平面測・ と進物の取り上げを行う．進物を

取り上げた後、汰の暦へ振り下げ ると暗渠遺構のＴからトレンチＥ－１で出土した

ものと同じ横板が出土する．

トレンチＥ－１・Ｆ・Ｇの断面測量を行う．

作業員が３人になる．トレンチＢ －２の断ｉ 測量を統いて抒う．

昨日に練き３人でトレンチＡ・Ｂ －２の断面測量を行う．

残りのトレンチＢ－Ｉ・Ｂ－３の断面測量を行う．午後になって全ての断面測量を

終え、片付けと全体測量に入る．

14a ～16 日　全体測量を行う．

８月１日　南北方向のトレンチ６本を設定．

３日　重檄によりトレンチＩ－１ ・ ｌ－ ２・ ｜－３を掘削する。

Ｉ－１より横板と杭 が出土する．

４日　トレンチＨの観削とＩ－１の土層観察．測量を行う．

５日　トレンチｌ－１の断面測量を行う．

６日　トレンチ１－２の土層観察と断匯i測・ を行う.

7 ri　昨日に続いてトレンチＩ－２の斯面測量を行う．

－11－



８日　トレンチＩ－３の土層観察と断面測量を行 う．北凧より杭列と漆椀が出土する.

10日　トレンチＩ－３の断面測量を行 う.

11日　トレンチＨの土層観察と断面測量を行う.

12日　午前中にトレンチＨの断面測量を終了し、片付けを行う.

20日　重機でトレンチ１－１とＣ－２をつなげて排水溝にする.

21日　重機により調査区爾の表土はぎをおこない、一都上面確認を行う.

22日　昨日に筏いて表土はぎと上面確認を行 う.

24日　上面確認を続け、溝状の遺構、立ち杭、土師器等を確認する.

25日　上面確認を引き続き行う.

26日　溝状遺構の検出と出土した土師器の写真をとる.

27日　トレンチＩ－１の西側を薄く鶴り下げる．須恵器、横板などが出土する.

28日　昨日、検出した倹板を中心に拡彊作業を進める.

29日　南側の中央部を重機により椙り下げ、上面確認確露を行う．隋北方向にのびる杭列

を確認する.

31日　溝状遺構と杭列、木片などの平面測量をする．昨日、重機により緬り下げたトレン

チ１－１酉への溝状遣構の広がりを確認する．

９月１日　平面測量の統きと西側にのぴる溝状遺構の検出を行う．写真撮彫のためのやぐらの

設営準備をする．

２日　杭出土遺構の平面測量とトレンチ１－ｌの西側を手作業で拡張作業を進める．

３日　昨日に続いて拡張作業を進める．

４日　2m 四方のグリッドを設定、写真撮彫を行う．

９月５日～７日　拡張作業を進める． ヤジタカの設定

８日　南北に延びる溝を確認しそこを中心に拡張作業を進める．

これを２号構とする．

９日　２号溝の検出作業を行う.

10日　続けて溝の検出作業を進める．トレンチＩ－１の酉で杭列を砲認する．これを２号

杭列とする.

11日～14 日　溝の検出作業と杭列の検出作業を行う．溝の東側に畦の芯にしたと思われる横木

を検出する.

15日　２号溝の断面測量と平行して杭列の平面測量を行う．南側で横木を確詔する.

16日　２号杭列の平面測量と横木の検出を行う.

17日　 １号溝と２号溝の切り合いから双方の前後閲係を確認．平面測皿を行う.

18日～21 日　雛の平面測量と杭列の断面測量をおこなう．制童が終了した後、写真撮影をする.
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221ヨ　トレンチＨの西側部分の表土除去作業を行 う．ここでも立杭を雖認．トレンチＨと

１－１の間の中央部を再び薄くけずり，泥炭土が幽北に溝状に延ぴているのを廸鮨

する.

23日　構状に鳶びる泥炭土を一部除去し，様子をみる．２号杭列の迪物 の取り上げ作業を

行う.

24日　ベルトを残し．泥炭土を除去．自然旅路の検出を行う.

25日　続いて自然祗略の検出を行５．石匙・田舟を紬豚する．また，１号杭 列の測量を行

う.

26日　自然波路の平圈剛量 と斯面測量を行う．トレンチＩ－１東の１母構の蔵物の取り上

げとその痢の抗列の断面測丑を行う.

Z8日　自然捷路の測量を続けて齢了したのち，写真撮彫を行 う．またトレンチ･!－１の夏

を手作粛で槽り下げる.

29日　１号槐冽・自紘薇銘の薦・ と遣物の取り上げを行う．１号傭の横から１号航列の親

きと思われる恨板が出土．拡優作業を行う.

10月１日　新たに出土した１号槐列の延長都にサプトレンチを入れる．また自然洸路の選曲を

取り上げる．トレンチＨ 西の杭出土部分の遣物の取り上げを行５．重腫によりＣ－

２とＤ－２間の表土剥ぎを行５．

２日　今まで臍査したところの壇物を取り上げ４屠の広がりを峰郭するため重●で３１ を

削る．

３日　トレンチＣ－２・Ｄ－２間をｌ地区とし，東部分の上面確認を行 う．

６日　昨日の爾のため作業の能串が上がらない．Ａ地区両側の杭閔土遺構の拙り下げを行

う，

７日　８地区の東郷分で杭列を確認．そこを中心に拡弧作糞を進める，

８日　Ｂ地区で暗晦竃攬を櫓認する．さらに西側に向かい３眉上面まで徊り下げる．Ａ区

ではさらに４●上面まで掘り下げる．

９日　昨日の続きとＢ地区で出土した陶酋･の取り上げを行う.

121∃　Ｂ地区酉部分でサブトレンチをあけまだ３層｣= 画までいっていないことを確眼．重

機により２畑をとる．童部分の写真をとる.

13日　昨日に続いて重機が勣く．東部分ではＡ区の溝状返構につながると思われる構を確

毘する.

14日　Ａ地区の東蝕分を６瘤まで削る．粂痕執土器がｌｉ する．８地区中央で２号杭列の

続きと思われる杭列を魯認する．

午筏に雨が降り作業は中止．
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１６１　Ａ地区４磨の達他の政り上げと重晶占こよ９６層上面まで観り１ げる．

Ｂ地区では１号atl列の続きと思われる横振をとllなう杭列を●認

トレンチＤ　２・Ｅ　 ２同をｃ塘区とし，重●aｒより麦土杜ぎをする.

171　1 号核列９畿きの覆llsと２号楓列の漣鶯をず る．ｃ地17 東３１ の上面確認をし．溝

を袖簒する.

191　 昨ｌ に催いて作秦をすすめる．ｃ諭虞で拙膿罵Ｌた溝 ○抽ｓ･を始める．ま吏．東・

sこ2ｓ岡・ で量ブトレンチを入れる.

21n　B 地区金体の４１を出しにかかる．１号杭列の舗きの灘最を行う。ｃ踊瓢西のレキ

の集中l,ているａ で杭列を朧諾．批價作業を行う．

２２１　．Ｂ地区.薦で枕冽を曲菌．拡張作業斎遺ぬる。ｃ匍区の輦状湯巻の測量

231　 呻日雖冪した拡男はＢ地区ｉ 偉にわたっていることが分ｉ･り，さらに掴９進める．

ｃ地区の杭列とつながると判鵬する.

341　B 地区トレンチＩ－２画で識を紬認．検出●豊を行う.

Ｂ～ｃ地区･こかけて○執冽の俵掬を壇める．

10月ｓＩ　 Ａ地区の東側で遺物の写真XI り上げを行った後６●を出すためｌ 機で握り７げる.

Ｂ～ｃ地区にわたる杭冽遡構の他出を進める.

２７１　 吟回の･作業＆盛り て行う．ｃ地区の構状意攬の揆出が腱わlk 醐●を蛤める．

ｓａ　 Ａ場区の６・ を手作業によ９戮すが．遺構吐袖隠できなi,ヽ .

Ｂ～ｃ地ｌ:の作業を走める.

29a　 雨liで作業中止とするぷ．午餉中cjl 区で重機ss動く．

澱1∃　l･レンチｃ－２の粟隅を萱長しレキ●の立ち上がりを●癩する．ｃ地区の●状遭構

の横で番状に延びる砂を●露．サプトレンテを入れたところ多量の士師●ｊs出ます

る

西誉の杭男の検出作業を埋める.

31日　呻日につづ11 て作業を打う.

11月２ｎ　Ｂ地区東劃の端物の●り上ljを行１ヽ ，４ｓをａ すため重癩で攬る．

ｃ地区の喬状着零の断ii肖量と遭仙の取り｣二lfを行い，さらに下Ｊヽ禰り下げる.

311　 抑日につづいて作業を?iう．謹土した遼●の劃儡とｅ り｣=ﾄﾞﾇを̂行う．

４１１　Ｂ地区家の４１の上五袖冨をｒ･ ● 状の1, のを碓諺．徨出作業を遭める．ｃ地区の

讃状進爾の底から岫i秦遺構が謁まする.

5 11　西仮の杭列はかなりの長さになったji. まだ完全に検出できて￥iない．トレンチＩ－

２の西で喬状遺構を検・ する．

６日～７日　約部皿iにわたる截列を敏出するためｘ輪阿 の調査団の方･ｌに手li いに末て1･ ただ
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く．全員で検出にあたる．また、Ｃ地区東側で検出した暗渠遺縛 の写鳶をとる．

８日　航空測量ための写真撮影を行う．午後になって風がでてきたため３時に作巣を終丁

する．

９日　昨ii撫れなかり た写真をとり杭列の遺鋤と杭の取り上げ作業を行う．

午後 ３時に全ての作業を終了．解団式を行い本調査を全て終了する．

第 ４節　 調 査 の 方 法

騨査は,任意で設定された50m 四方に区切られたグリッドを基準にla本のトレンチを設定し．

内12本を細削した．さらに遺構の広がりを確認するため中央のトレンチに直行するように６本

のトレンチを設定．内４本を梱削した．トレンチの掘削後，プラントオノ4－ル分析のため各ト

レンチの士壊裸取を行った．分析の結果．各採取地点の第３扁 から高い値でプラントオパール

が機出された．また立技などの漣物が３●に多くみられたことから．３暦を中心に調壷を趣め

て行くこととなっ た．

その俵，・ 機により３用までの表土をけずり，5c皿四方 のダ９ツトを２ｍ四方のダリントに

切り直し東西方向のラインに算用数字．劇北方向のラインにアルプアベ７卜をりけた．

トレンチＩ－１・ＨとＣ－２をつなげ排水講とした簑，トレンチＣ－２とＤ－２を目安に・

査区を３り のプロッタにみたて，南から順に北へＡ・Ｂ・ｃ地区とし爾重を避めた．

刺童は水田層上面を碓実にとらえる事が困難であることから，杭列を目安に調査を進めた．

トレンチＣ－２廓郎分にりいては，プラントオパール分析から３履のほかに４１・６屠で水田

耕作が行われていた可能性があることから，その周辺は３つの屠の調査を行った．
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第５図　 トレンチ般定図
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第 ５節　 試 掘 調 査 の 結 果

調査区全域にわたって ｝レンチ刺査を行･つた結果、天竜川の影響によりできた榛層の落ち込

みが溝状になっていることが判明した．それは調査区中央から西側の範禰内で３つあ久 それ

が南北方向にのぴていることがみとめられた．

土壌の堆槐状 鮑はこの榛堰の欝ち込み部分が比収納安定しており、耕作による撹乱も第３層

より下では明練にはみられなかうた．雛扁の落ち込み部分には調査区全体にわたりて泥炭層が

みられた．興査区中央より東俯では、耕±７は馥層にな･つており、このあたりが土地改良以鮑

にあった自然堤防の‐ 邨に入ると推定した．

瑞物は、＊杭、木製晶、土師系土器、嘸磁器なとが確露された．適柳は杭列と思われるもの

または、横飯を敷ﾚ たヽ 畦畔状ｌ 構を鎗紺Ｌたが、すぺて爾査区全域にみられる第３層の凧土層

中からでありた．特にＦトレンチでは多量 の木銃と田下駄と思われる＊製晶を確隠し、トレン

チ拡張により調査をおこなった．!図７・８）

拡張鈴はＦトレンチの中央から西側にかけての部分で地表下45aiの篤４鯵の上面である．

ほとんどの＊ 杭は倒れた状態で出ｉ したが、いくつか打

ち込まれた航もみられた．松豺でつくられた鰭甕趨軟がみ

られるが，４●を●り込んでりくられているので近代のも

のと推定する．また．曙築施紋の下に南北カ向に敷かれた

横板を禎出した.轜sぬｃｓ＆のもので板状に加工してある．

時代を確定する遺物は，ja●中より土師系土器の底部が出

土したが，これがこの遺構に結びつくのか定かではないの

で．は ，きりとした遭構の啼代植定はできない．

プラント・オパール分新では．飼査区の第３層から４履

で．またトレンチｃ－２東側の榛Ｉ の落ちこみ部分に堆積

している第６槽と錆７・ において水声迫辨のある可飾性が

嘲かとな・た．
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第Ⅲ章　基本層位

第 １ 節　 土 壌 推 積 状 況

趨跡練男調査として瞬査地区全域を対象に12 本のトレンチを設定し．トレンチ贋査を行･なっ

た.,各トレンチの土壌椎積状況はトレンチごと昇なり，均一性社見られなかった．現在平端を

形成してﾚ,唇が河川の練路，池，関皿作業，十餓改良の際の零土萄人工的な土砂の夥慟などに

より植積状況が異なっているので．お もなトレンチの内容を観翻する．

Ｃ－２トレンチ

トレンチの西咄・認ｍまで，１：２，３，４●目に結ま雇があり基盤柵となりでぃるが東側

には粘土眉が見られない．基盤瑞までの深さqａ･･･他いで５～６分屠され比較的安定した土層堆

積状況を示している．

ｌ層一階茶褐色シルト混りの粘土ｌ ｛横在水田面｝15～諭llの厚さである．

２屠一酸化鉄を含む暗灰 鳩色シルト酷りの希十●．Ｓａ の厚さがあ恥 草津概をまぱらに含ん

でおり粘性がある．

３層一階灰色シル１Ｉ 、帖り，締りもある．厚さIS。.

4 層一啼茶褐色シルト層でかすかに癩砂を含む．15．位いの厚さで粕性，締りも割合騨い．

５層一草木枡の腐植土を多く含んだ瞎藁褐色斜砂庸りのシルト層．厚さ11㎞ で締りが弱い．

６層一翼食物を少・ 含んだ暗灰色シルトＩ ．将ｓ の厚さを回り粘性．昧りも強い.

？層一砂榛層! 基盤眉｝

Ｄ－２トレンチ

夏へ向か･コて急に砂傭眉が高くなって行く．丙側の堆積土は割合安定している．

１屠一橋在の水田面で暗灰色細砂混りのシルト●，卑さ・-･ 枇いである．

２層－酸化餓分を含む暗荼柵色細砂鍵りのシルト●，稲り．繍りも強い．15a の厚さ．

３層一略灰色シルト粘土層．厚さ11k・ 粘りは強い．

４贈一瞳灰色粘土● 紘り，締りも軸い．厚さ？．を測る．

５層一酸化僻分を含む曙庚色シルト間りの細砂層，締りはある．厚さＳｓ ．

６層一階択低シル ｝混りの粘土扇．厚さ10ｓ. 粘り，締りともに強い．

７層一階灰 色シルjμがわずかに狭る粘ｔ ．厚さクf1－.

8 層一啼育灰色粘土履．厚さ７ａ

９層一草木桓を含む泥JII眉．堆執５ｇ 、粘り練りとち騎い．

10隔一灘波を灰色細砂糖土●，厚さI【ｋｌｌ.

一加－
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111 －砂纏剤（茎聾冒ｌ

ＦＦレンｆ

遥直搦 までの備さが1Q・ ～ｘi－で７分碧さ瓦、11齢的 安定した＋■堆着状● を不して1･1るが

トレンチの嘲傭と北側とのうねりのあるトレンチであ９た．やはり盧に凋かりて凍くなりてい

る． ３●では嗜襲誹金●Ｓ．横板による土留麓構を確扁Ｌている．また譚Ｔ駄も横出された.

］用一淵灰色土麗で萬在水田嘔、厚さＳ～２Ｓ ．シル|･漉りで粘り･や錯りも中位いである．

２刷―睦ib俵を含む蓋相色=1●. 厚さ1●－、土魂虞良時客土か他の1･レｙチと薦なり一部に山

砂と思われる折がある．

３１－暗灰色シルト●．土地改良事上面を刳り乖-）たよ５な簒ち見られる．厚さ11kｓ. ホＳ品

陶盾偕ｏ遺物jl出土した．葛り．鐘りもよ・ ．ヽ

４１－ｇ＊ 癩の墨などの炭化物を含む暗幕僑色の襲炭●叩～舛･･-の厚さに堆催．鰭り紘剥・･．

５扇一啼灰色帯●厩りのシル１●．祁りは莉いが、聘り1まよい．】0．の厚き．

６１－瞭灰色細●風りの粘土層．厚さ廠・lｔい．粘 練 とi よ1ゝ

7 眉 一瞭脊灰色の粘l一回、ｌ卜 ｌｎ－の厚さ．

Ｓ眉 一砂塵■（基盤●）

｜－３トレンチ

北より禽へのトレｙｆ で地盤●もや雌り廠⌒叙料している.ｌａｌｒyｓｋ･で9 必眉Sこ堆放して

いる．鶯３Ｓ からの迪物の襖囃されている.

】眉 一灰色細砂凰りのシルト眉．現在の水岡面．Ｓ：●ｔｉ のヽ厚さ．

２眉‐ 酸ｔ 祭を含む藁褐色細砂昆９のシル１・ ．８．の厚さ．

３眉－1･ｉ の草木願の盧鎗柳．●化覇を含ｕ・贋電鴇色シルト暑．厚さＳＭ１１ｔ１ヽ .

4 崩‐畠櫨土を含む噂灰色細砂昆りの糖土魂.t ２１１位の厚さ．

５層－４Ｍ１土を含t川i十●．ｓｓ の厚さ．

６個一席舗物を少し含んだ灰色粘土眉、Ｓｓの厚さ、粘性．維りよし．

７盾一や？参り童甘物を含む暗戻色粘土層.1. ７－ の厚さ．

８瑞一小皿の澗!炭を含む鰭會灰色シルト麿.1（ｋｓの厚さ．

９眉 一軍木誦．多い 鮑ｓｓ．Ｓ。ぬ堆篇　　　　　 ．

坦瑚一砂●●4 基盤眉）

ＣＯトレンチ

ＤＥトレンチ甫に貌い たトレンチである．ＤＥＩ･レｙチを異な!1＝t馴竃讃が･やや値爺牝して

･ るヽ ．所丿寿とぎれている．基健●まで２ｍと諏く皿ｘ－15g で臆分磨に堆積してい石が他のト

レンチより枯士・ が厚い．甫皿 星緒設時に大きく叛乱されている．

１眉一横波 の水田面で嗜荼驀色シルト凰９帖､＋●、ｓ－ａ厚さ．

一22－



SSI.l

２爾一瞬褐色シルト●で醗化鉄を含んでいる層、厚さ1(㎞ 、

3 廻一略轜灰色釧砂滉りのシルト眉、l{kxlの厚さ．

４旭一暗傷灰色シルト眉、厚さ1C㎞.

5 趨一暗相灰色砂脆りのシルト層7GI の厚さ．

６屠一暗灰色細砂腿りのシルト層IC㎞厚さ、

７層一暗灰色シルト層、10ｓ の厚さ．

８層一泥炭履、厚さ1(㎞.

9 層一細砂限りの啼青灰色粘土層、厚さ10al.

10層 瞭膏灰色粘土層!ａ-･ の厚さ．

ｎ層一砂襲目

ト レ ン 予 ｜－

ト レ ン チ Ｄ－ ２

ｌ ｌｉ

ｌ ・ 蝸きｔ

・ 昌よ

Ⅳ Ｓ･●ｔ１

Ｖ ●●奎

Ⅵ ■

ａ　　　　　 加

｜　　　　　 ｜

≒笠置皿 彗戸。
。

ト レ ｙｆ ｆ

ｓｓａ,９

ｌ 釜呵色土

・ 昌ｔ

a/ 昌帽色・｜

Ｖ 凰幟色ＸＩ ｌ ｉ會む1

な1 暗・略色・

Ⅶ 昌 エ1●１同Ｃ｝

●･ ●･●亀土

Ｘ ・ 賢 土Ｉ ｛ ●ｉ 會 Ｃ１

刄 泥 枇 珊Ｉ

Ｓ 俸

第10 図　トレンチ土層断面図２
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第 ２ 節　 基 本 層 序

岡査地区全城を対象にトレンチ調査（トレンチ16本）を行なった結果、各トレンチに均一性

はないが、トレンチＣ２を基準として基本層序を確認した．

このうち第８層はこの遺跡 の沖積低地を形成する基盤の天竜榛層であるこの層の表面は一部

砂の部分が見られるが多くは磯である．第７層は粘 土層、第６層は粘質黒土用である．第５珊

は腐植土に泥炭状が混じっている層、第４層粘質黒土第３暦黒土、第２層鉄分を含んだ黒褐色

土、第１層表土であり耕土である．第１層及び第２層はこの地関田及び土地改良時の撹乱、客

土による土壌の人工的な移動 が目にっく、第３層以下が一応自然推積状態と考えられる．

第 ３節　 基 本 層 序 と 遺 構 、 遣 物

以上の基本層序に従って調査が行なわれ．その層序から遺構、遺物が多皺検出された．まず

層中より出土した遺物について見ると第１層及び第２眉からの遺物はほとんど検出されていな

い．これは土地改良時以後のためだと考えられる．第３朋からは古代から現代までの遺物が集

申して多数検出された．現代の鎌・馬蹄・磁器や近世の磁器が上層部から、下層郵からは中世

東梅踏窯の陶器、九州諸窯の陶器、土師質土器．古代土師器．須恵曇、木製品田舟、田下駄が

検出されている．これらの遺物は検出面が新旧関存を表わすものではない水田址と言う性質か

ら年々耕作されていたことから撹乱されているものと考えるべきであり、第１層及び第２層か

らの混入とも考えられる．第４層からは土師器、第６層からは弥生土器が少量ではあるが検出

されている．

遺構は第３層に集中して検出された．密集して打ち込まれた木杭列、横板を伴う木杭列．点

点と打ち込まれた木枕列．流れ木を伴うよどみくぽ址、第４層からは横板を伴う木杭列、第７

粘土層上（第４層）の畦畔址、河川址が検出されている．これらの遺構には伴出した駄物が少

ない．

以上の点から各層を見た時、それぞれの時代は次のように考えられる．第６層は弥生時代、

第４層は古墳時代平安、第３層と粘土層を切っている河川址は平安時代か鎌倉時代以前．第３

層は鎌倉時代以後と各層の遺劫の上から考えることができる．
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第Ⅳ章　遺構と遺物

第 １ 節　 遺　 構

１．溝状遺構

０１母墳

爾査地区Ａの東側に位置する遭構で、トレンチＩ－１を館削した際一部が欠損しているがダ

リフトＨＭ９－ＨＫ９にかけての句点で凛西力向に向かう溝状遺構と交わと思われる．雌序でみ

ると第 ３層にあたり、ｓ一?5°一Ｅ方向に延びるが、３層上爾までの表土をｌ 撞で削りた一部を

削り取りてしまいその全体をり かむことはできなかった．第１屑は耕土であり．土地改良時の

客土と考えられることから、この遠構は２層に伴う近代のものと思われる．

調責区域全体にわた・てつながって以おらず、途中で底が上がって鯛えている．

Ｂｇ ・ｃ区においても３層でＡ区の溝状壇梢と同く松 一白棒などをそのまま用いた丸杭を伴

い．２堰の土を覆土とする満が南北が向に延ぴている．また丸杭しかみられない麿状遺構から

は1s泄 紀饉半から釧t 紀にかけての囃器の破片 が出土している．ことから、つながりは倹出で

きなかったものの土壌の堆積状況、眉位．遺物、遺構の方向性などから同じ遺憐とみなした．

Ａ区の冒方向よりのぴる嘩との合流地点は7a・1理落ち込んでおり中から松、白糠を用いた丸航

と土地改良時に入りたと思われる革靴の底部が出土した．緯の一部の録には同じ丸杭が打ち込

まれているので、一時は水略として像能していたと思われるが、同じ瘤での水田遺構が付近に

見られないため、明鐘なことは定かでない．層序、建物などからみてこの進講は近代のものと

みて間違いないと思われる．（國13j

０ ２母濤

爾査区域南より検出した遺構で、Ｓ－8び゚ －Ｅを示し１号溝と交差している．（第12図）

１号構との切り合い部分は１号嘴の底都の石や木片が２号鷹に対して直行していることから、

１母講より古いものである．

４聯上面から検出したもので杭の打ち込み状況は祖であるが､平均lm の横板を縁辺齢に敷き

並べている．この横板はほぼ庸の東側の縁辺郎に沿って同一方向に出土しているので、沢木で

はなく畦の芯として入れられたものであろう．遺構の西側縁辺郭は奏で人為的に手を入れた様

子はない、溝の中からは遺勧は特に確紹されなかった．東側の畦のほぼ同レベルで遺構のすぐ

際から寛永通宝 が出土しているが、上ｌ からの混入も考えられる．遺物が少なく時代の紬定は

困難である、灘の方向から水路状遺構からの続きと思われるか、水路状遺構のような密集した
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杭の打ち込みはなく、２号講の下層である４層が締まりの強い糖土層であるのでそれほど杭を

打ち込む必要がなかったと樵定される．トレンチＨで欠損しており．その西細分にも杭の打ち

込みが兄られるものも撲乱により判然とＬないが、２号溝は水路状遺構の方向へ延びており、

遣講の百がすぐ畷層になりていることから、水路状迫塀につながる可能性が高い．

0311;ｌ

駒査区ｔ東郎で楠aj した油鋼でｓ－４ｒ －ｗを示l.てをヽ る.皿書対象li外2ｓからのぴてきて嘲

にむかりて差やかにカープをしている. ｝1･ンチＤ－２により欠奮しそれより囃からは検出で

きなかりた．杭|まなく浅い溝であるが、底から多最の土師彗の破片がⅢました．｛國131

層序でみる 七難４眉Rこあたり．上百11砂に裏われていた．ほかの砕ftの迪伽が厩入していな

いことから、この油網は古墳期に位僅づけら九よう．

０４号壽

岡査区中央部東側よ９検出した．ｌ 疼は第４層であり、ｓ－１ｒ －ｗを示している．遺構中央

部より波状紋の弥庄土器の破片を確認した．３号爾と同ｃく洗い溝である．杭等の補強材は見

られない．弥生土酋片｛図31-3｝の他に進物はなく、流入して来たことも考えられる為．時代

は判然としない．

０５号濤

１号儒の北側で１号緯と平行している遺構である．トレンチｌ－３により遺構の北部分を欠

損している．この遺構の上面は砂で覆われていた。ｊ号溝と岑行して隋へのびているが次第に

１号構に吸収されていく．底から円形の木製品（図414 ）が出土したが．時代を確定ずる遺鞠

はない．

２．杭列遭欄

０ １号杭列

調査区南東部から槙咀した．トレンチＣ－２とＩ－１１こより２ヶ所欠鏑して1 るヽ が．構築方

法，畑位，方向性などからみて問一の遺構と判断する．３部分に分かれているので南から 】・

I】・・とする．この遺構!i錆４●から検出し，横板と立により構成されている．

１号－ｌ（圓26）はＳ一脚 －゙Ｅを示し．４枝の鱗板と杭からなっている．横板は完全に倒れ

た状飴で・ 土した．杭列は横板に沿りて，斜めに打ち込まれてい る．杭は横板の７で板に対し

て直交あるいは斜交しており，板の沈み込みをおさえていたものと考えらｈ る．この還構の横
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から内無士器が出土している．

１号－ｎは同じく横板と杭によりなっている。C図27)S －75°－E を示している．

１と比駁すると横板の幡が狭く杭の打ち込 まれている間隔が若干広¥ヽ,西側で長さが紺2同1の

板がＮ－1【r－Ｅ方向に出士したが.これがこの遼構に含まれていたのかは. はっきりとしない．

やはりここ も横板に対して杭が直行，あるいは斜交している．時代を嶺 定する遣物は見られな

いが，４層下より加工板が出血している．これが補強材なのか農具なのj41 然としない．

１号－・ はこの敢講のなかで一番北に位置し主にS －87‘－E にのぴる横板とS －45°－ｗに

のぴる横板から構成されている，{圓28} いずれの横板もｌｍ～２諒の長さで板に希うて航が直

行,あるいは斜交するよう打ち込まれている.また立杭だけの杭列がＮ－85' －ｗにのぴている。

S －87‘－Ｅにのぴる横板の方向性は｜・Ｄとほぼ同じであるが，Ｎ－85'－ｗを示す横板の先

には．間椙の違構は見られない．また．１・Ｉでは横板が一枚であるのに対し，この蝕分は３

枚の横板が岡じ傾きでllぽ平行している．板り條きと同じ欄に杭が板に直行する橿にうちこま

れている，樵4S を伴わない歓列もこれとほぽ岡じ方向にのびていることから，この部分は改修

が行われていたこ とが考えられる．打ち込まれている杭は長い ものでｌｍ：瞳のものが侠われて

おり，この部分が一番沈みこみの漱しい ところでありたことがうかがわれる．

還柳は13 世紀頃の土師器が出ましていが上層からの混入の可喬性があるので明確な時代は判

燃としなy･ が，少なくとも平安時代を欄ることはないと思われる．

０２号放列

１号杭列の西側より検出した，皿序は第３皿でありＮ－8S’－E を示している. 【・29 】打ち

込まれている杭は平均して笛～3（ｋ。ほどのかなり短い ものであり．先端剱もそれほど鋭利に加

工しておらず，中には先増飴の迦工かみられないもの もあ る.ll 代における農耕機械により杭

の珊が欠損していることか考えられるが，この逸鵬|こは杭に沿う形で長さ２ｍ．幅5al 程に加工

された細¥４･状の押さえ木がおかれており，それをみると仮に上からの影響で杭の順が欠損し

ていたと考えても，この遺構の杭は初めから鮑にみられる杭より比較的短くつくられていたこ

とが予想される． この抗の打ち込みはほとんどが地面に対して喬・ に打ち込まれており，部分

的には・ に打ち込まれている所が見られる．この逸機1,トレンチＣ－２により一郭欠損してい

るが．新薬では畦畔の高まりは袖認できず，また付近にも面側の疑似畦畔状 の高まりの外は何

も気られないので，この遺構がどのような樵働を果たしていたのかは判然としない．遭物は検

ｌ・ より17世紀から19 憬駝優半にかけての木椀・陶聊・寛永通宝，また杭の下畑になる集４層

の灰褐色粘貧土上面より古墳期のものとＳわれる磨製石鏃が出土している．石鏃以外のものは

上層からの混入の可能性があるが，層の上下屑保からみて近世を側ることはないと思わ九る．
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３．杭出土遣構

魏査地南東都隅で検出した．伺本かの杭が打も込まれているが，規則性や方向性は砿の徽が

祖であるため判然としない．建物は13世紀から14世紀の土師器の破片がまとまって出土してい

る．また，木片が多くちらぱ・て出土いる．層序は撹乱が多か．た為，は・ きりとしないが３

履のものと思われる．時代は判然としない．（図10 ）

４．水略状傭横

調査地の西側で桧出した．南北約１３ｍにわたりおよそ5a（x1本の杭が打ち込まれている遺構

である．（図14.16 ～23） 層序は３層でありＳ一朗°－ｗを示している．杭の打ち込み状況に

も岩な箇所と租の所があり．また劃り材を用いたものと丸材を扁いた２涌りぬ杭が異られる．

割り材の拡が最も多く翔､いられており．こ れも比収的晰しいものと、一朗が炭化しているもの

の２つがみられる．丸杭は翻り杭に筒じっ て打ち込まれているがほどんどが水路の外側に集中

している、また．外側に多い丸航には水略に平行するかたちで沿木がされている浙もある．

北側部分は恐らく．調童対象外の場所でも同じ方向に鳶びていると思われる．南側と比較す

ると枕の打ち込まれた密度は組である．この・ 拵を検出する線、北側細分で部分的にかなり机

い●に撞われ、嘱側では茶褐色土に覆われていたことから人為的に埋められたとものと思われ

る．この壇檎は畿盛かの流れがみられ、一碕的 に水が流れていたのではなく、かなりの蜀その

捷瓦を変えなｊsら水がながれてりヽたことjl歓の看饌とＳにより推測される．少なくとも３屁は

薫れが変わっており．その贋に杭を打ち込んで改修していた様である．杭列轜３着類に大別で

きる．西に位置する２列の抗列は打ち込んである方向性も杭の齢状など不親則であ る．またこ

の杭列は全体的に杭の一部が炭化している．この杭列がこの遺構の中で最も古いものと思われ

る．この杭列は甫にのびながら徐々に隣鷹する杭列に吸収され、それより先番こ同一の杭は見ら

れない．

この杭列の東側に沿･;､て続いているのが２･つ日の杭列である．すべてサ９ラの割 り材により

つくられた杭で、その形状と加二［ にある程度の共通性が見られる．この杭列は３つの杭列中、

最も多く杭がうちこまれており．西岸郊のー飴では難関のない程密に打ち込まれている．この

杭列に対応する対岸の航列はそれ|まど密には打ち込まれていない、双方とも水路の中心から岸

にかけて斜めに打ち込まれている．特によどみ状の底が操く欝ち込んでいる所ではそれが顕著

にあらわれている．抗を息臨的に剃めに打ち込むことにより水難の繰辺部を補強していると恩

われる、杭を斜めに打ち込むという工粧は、先に行われた箕輪陣rの調査でも確留されてお り、

地形にあわせた杭の打ち込み方法の１種とみることができよう．（図14 ・171 この航列に対応す

る漑萄の底部には、鸚つかの杭が打ち込まれているが、水の流れ1こよりその大部分が摩耗して

いる．このことから．共遺性の見られる創り材の杭が使用され始めてから、丸杭に移行する間

一司 －



に11 洸路の変化と何回かの改侈が行われていることが考えられる．

九杭は水路の外側部分に多く見られ、丸杭からなる杭列の幅は他の杭列と比鮫すると豊島広

い．西側の列は丸太による横木があり．北側と南側にみられるが中央邨にはなﾚ､．東側の列に

は横木は見られないが、剤り材の杭に丸杭が打ち込まれているものが見られる．扱査区での丸

杭を伴う遺構は１号構があるが、この遺構は近世のもと思われるのでこの丸杭による装列もそ

れに比定できよう.遣物にっいては青磁片・天目茶碑の底部・その他陶囃ｌ ・寛永通宝など様４

なものが出土し、遺構の時代確定は弄常に同輩であるが、中世を淵ることはないと思われる．

この水路 状埴構は割り杭から九杭への変遷、縁辺郁の補強方法など、今差の諌題となる要素

を多く含んだ遺構であるといえよう．

５．土坑状遭構

水路状瀧構ｔ 側部分の東に位置してﾚヽ る遣構である．Ｓ一廓I－Ｅを示し. 水路状遺構と何ら

かの関係があると遡われるが．水路状遺構とのっながりは判然としない．

調査対Ｓ 外部分のところで､水路状漕構と交わってi るヽ と恩われる.幅が５ｍ租の良地にな・

ており．その東側に襄地の中央にむかって杭が檎にならんでいる．打ち込まれた杭 も見られる

が、横になった杭は全く打ち込まれていない、（図24 ）杭が放失したものとしてみると杭の先が

規則的にほどんど同―方向にむいているため、人為的なものと植測される．この遼誹の時代、

水田耕作における施設としての機能などは判然としないが丸杭を伴わないことから、水路状遭

構での割り杭が用ﾚ らヽ れたのと同時期に機能していたものと思ねれる．

１．暗瀕 遺構

駒査地区では．３種類41本の暗渠悠穀を雄謬した． ４本のうち３本眩いずれも土地改良事業

時に埋没したと思われる進柵を切９て作られており調査区○横を脆れる●i斤まで使われていた

農業用揚水簾lごり ながっていることからま池 改良●凋價にっ くられたものである可驚惶が極め

て高1,ヽ . 飼査区北側で綾出した１号構の羞から魏出した晴朗瑞掴のみが土地改良騏圃につくら

れたものj=思われる．小石をひいてまに小枝を畿･せた量旱なつくりであり、ｓ－?５'－ｗ を示す

が．瀧網 の広がりは落められず、一鵬分だけである．瞬状澄傭の下からの検出であるため、糧

没歌沢．遣物などが雄篇できず、醵歌瀧構以梢のものであることａ檜かであるが、そｇ】他のこ

とlシF 明である．

７．自然途露

絢童区帛より換出した．（図30） 層序は集４層で、Ｓ－75°－liを示す．遺構の上面は泥炭

土に覆われていたので容嘉に検出することができた．洸鳥の底部は途中までかなりの●にＩ わ
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れて1 るヽ が．ｆ楠にいくsこ稚い楓が狭まり砂熾1こな６．南側に向かう1こつれ豪に却くカープを

し1．１区外に入る．遺構中央齢のレキからii匙{ 瞭11}，甫測Ｔ真の象 勉のところからａ、●つ

かの自継流水と扁舟とお ちわれるちの渉出土しｔl 図391 泥表土が堆翻して1 るヽことから．或

因は天竜μ|の鮑差によるものと思われるjt－最僣Ξのものｌｓ絃なく．水量の録度ｌこ不明であるが

ー宦の纂鷹・こ水が流れて1ヽ たものと撒定される．瀧構を狼出しか儡麗内で限水の取９入il.口ら

しき鳶設J･l伴わなkヽ ことから，水腸羞il との■俵淵保紋な･ヽ と思われる． トレｙチｃ－２を饒

にしたｔ 細では．この瑞恨の続きは俵ＩＬえなかった．剱４扇Ｋ伴うことから他の遺構との軸

おJ 二そly}農簑関係は謝警でき６ものの時代区分仕判然としない．
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第 ２ 節　 遺　　 物

１．土製晶、土廿、陶器．礁酋

本屑斎区から検出されたものは、縄文土器、弥生土酋、土師鶴．灰軸陶迦をａ こめ各種の陶

器、磁器と縄戈士器から江戸時代、近代まで口遺物が小破片で多教出土した．多くの造勧が鮑

３層に混在して檎ｌ された．小破片であるが実測可飽なものの一郭を示す．

（ １）古代の遺物（図31.32）

第２表 土器 陶器、観察表　　　　　　 上一口亘　 中感郁 下‐ 寓さ

國番母 席堆 出ｔ地 僑● 定量 傭　　考 年代

ｌ
－ HKll

61
嘔 － ・－９ンダを受けている．細？･こ琳泉

縄文

２
－

Ｃ－１ 嘔 －
ｇ一ｌンダを受けでいる．３僣ぷり出士

絢Ｘ

３
－ ＰＫＩＳ

４号 陶 ？ - 萌 郎に 波状 を廬 しでい る
．● 土 砂を 歯tj青 褐色 で蜘

峻良 好 男 ４摺 に 俳りこ ひ贋 の 中よ り出 土． 弥生

４
－

ＨＬ１２ Ｓ差
働

頒９
嗣馮

- ｆＳ い恥 まで －SMi( 屑寸てい6Si 腕成 長 鰐

かきｌ 四 の 東Ｓ凛 Ｓ宰 叉土 箇にμこ斑でき気６１ より出

土 佛ｉ

５
－

１母 杭 列

？ 16.4
a､0

4,富

･Sg 夕 ｓの 尽で ある ．内 外 とi,にヘ タみ かｅ で ㎜

さ れてい る ．ゆl,や かふこ薦 ●し 口扱 翁で 外貫 して い
る 瞑 ４叢 より 出 土 平安

６
-

3H －47

出師●

壷

－

６ ．６

－
ａ鈴 10

？
ＮＣ－１ 士●葬

廠

－

３, ６

－ 廠 10

８ －

３号講
土皿

置

13,0

－

－
口縁鵬 紡土砂を會ひ．眺岐良拝

10

９
－

ΣＫ２
ま制ａ
・ 讐

小 寿な 十Ｓ 鳥で ある 焼成 から 古 恥の もの と考 えら れ
る． 10

10
－ Ｃ

－３
水魯ｇｌｌ

釈寒葬

圧

S.4
3
1,S

胎4･応 色口● 俸 く外 反し 口 噫●Xμ こなぅ ていl ，

jo

11
-

Ｃ-２－Ｓ 爾恵●

腫

－

９

－

軸土尻自ａ 焼成良好 急雷貞ｔ
10

12
-

Ｃ-１-Ｓ
●Ｓ●

ｇ

－

一

一

訥大沢色 外叩１●｛平行）
11

13
－ FID4 頌憑診

嵐

－

－

－ 胎ｔ灰色 外jlS者回C沈旅XI 内摺で㎜ １１

14
－ ＧＲ９ 爾恵婦

酋

一

一

－

胎ｔ沢褐色 外呻きal 繩戈1内ペタナデ輿甕
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1S 虎塙山
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爵

－
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lj

Ｍ 虎凧山
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仮

－

８, ４

－
】Sと爾じ 12

17 大晦 ？ 11.4
－ 象十防白色

(申價}
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la ＦＣ一項
g2

灰軸

埋

|｜.2

－

－

瞼十ｇ色
1Z

19 古皐戸
Ｃ －３-・ 扱為

小皿
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（２）土師置ｊ=畢（カワラケ）（図33.34）

手樫Ａ胎士が厚く三角形を示すものＢ、底部から口縁部へと湾曲しているものＣ、底郭剛り

こみ のあるものＤ、口縁郎鯵らみのあるものＥ，その他をＦ とした．

瞎３表 土騨萱土器観察板　　　　　　　 上一口重　申‐ 底部 下一禽さ

- ● ・1皐 ●檻
・ ｉ

・ 偶　　　噂 ￥枕
Ｗ 凰Å

Ｉ-●

＝
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●Ｓ ●●ｕ㎜●ｇてy･も．ａ中Ji鳥 13

ＭＫａ 凰ａ
li.1

－
＝

〃 13

ＧＫｉ ａ人
IS.l

－
二

- 。匹- ｑ-・幽-･IN母ｔて･iる．Ｓ-凡● 13

ＳＩｒ Ｓ負
1？
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●ｔ ●〃 ●象 ａ

ｇＫμ Ｓ扁
ＩＳＩ

－
二

- 13

SKt3 ・Ａ
●.●

ミ
ミ れ 爾ｔ縮●吻奮払 13

１ iSIS ａ為
ll.●

＝
－ - ・・に蓄●ｌｉひ 13

ＨＫ↓４ 墨ｌ
¶ 夕●民 ●，ａ- ？ 網● 13

ＳＫ７ ａ● ●ｌ ●幽 月 13
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・ ｊ ●祠 ● 14

Ｃ一↓－● ●Ｃ ・・●皿岡島呻ｌ●．興爾翰 14

11 闘１捧 凰ｌ
1.●
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（３）中世以後の陶器、磁器について

陶器、磁器は多くの窯、また器種も豊富に検出された．いづれも小破片であるが一応産地、

器種、時代に分類を試みた．次の通りである．

第４表 土器、陶器、磁器一覧表

置地鳥名 器 奎 皿最 時 期 嵐地良名 ●ｌ 数量 時 痢 萬地息名 留 型 数重 呻 期

睨漢山 灰軸町●

賀 ２ 12C

丸碗

仏塚

シンレイ

手水鉢

不明

志野九星

Ｘ回

讐久利

２

３

１

１

３１

３

２

１

l卜19C

I卜19C

18～】9C

I&ヽ 19C

1&ヽ 19C

伊万里 凰

鴫

不明

１

１

２

18C

18C

星「
灰軸陶ｌ

圃

灰軸陶●

籤

庚軸陶審

不例

７

２１

9～10C

平安

9～10C

膚摩 碗 ｌ 18C

波在見 白●碗 １ 1卜1･C

内耳土葬 弱 1卜16C

竜皐 會磁碗

自皿碗

９

３

卜14C綱

卜14CS

下伊那？ 須恵●甕

碗

４

４

６～８Ｃ 古瀬戸 ・耳垂

ォ９シ麗

旱碗

●折皿

天目茶碗

鉢
不明

２

５

１

２

３

２

１

3C

}ヽ 15C

SC

5C来

SC

自礁碗 ｌ 1&ヽ 14C

茶入れ １

ｓ 典癩 丸皿

ス9鉢

析皿皿

天目藁碗

２

３

１

１

6C

7C

6C哨

6C後

美嚢 碗

不明

不明

５

３

５

19C練●付

19C檀●付

SC印舅

●戸貪眺 16

1

1

後付咳6｝

19C

叙S晦1）

飼朗

●戸鼻擬 魏

スリ鉢

土在

凰

鉢

燈明凰

３６

１?

３

２

Ｕ

３

&ヽ19C

&～19C

8～19C

8～19C

卜19C

中津川 瓶(カメ)

XS 儲

４

１

13～14C

13～14C

東海系

富滑

南命系

ス9鉢

瓶(カメ)
.山茶圃

？

５

１

3C

卜16C

3C
確 凰

7

4

84

3C

3～16

3～16
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（ ４ ） 中 世 以 後 礪】陶 ● ● 種 類 ｛ 闘;li,36.3 刀

姻 ５ 衷 陶・ ． 追 討 ㎞ 曝 書 よ一口茎　 中 底部 下一粛さ

１ 番

皿版 号 竃矩
111t吻

軸祖
・ 皿

㎝ ｌｔ色 鴫色 甘　　　　勾 ･i 代

１ "'‰ ， ？ 脅息弔
| ＆.6

一
一

贋 脈會白 口曇剱瑞寿が亀４れてを･1》 13

Ｘ ";ｋ C,3 脊酪Ｓ
－

●.S
－

沃 ●青白 底鯵 13

３ 1●戸 Ｃ- Ｘ－３ 屠析ｌ
l ゆ.2

－
－ 爾匯 巍鼻

択fりのS1分4こ射がたまゥ でいる
．

外感下ｇ 軸11ない． IS家

４ i瀬戸 ＦＣ７ 天l茶碗
－

ｌ, ●
－ 喊白 黒匍

内価坑alこよ るのか巴 色とＳ 剱のむら が兄
られる 4－1

５ 古●戸 ＮＥ５ 又目最鴫

－

ｉ,ｉ
－ 択自 馬糧 乖Ｓ 1S

６ 大淵 ＨＥＩ 天l篆哨
－

４,６
－

匯白 昂匍 祀11冊｢1，外●ヘラ叙皇 1m

７ t履戸 Ｔ-ＣＤ 天i・碗
－

４､ｅ

＝ 自民 鳳恪
吟 錐 丿喩 滅 ふこよ ６ａ か･ａ 色 と慟 励 こｑ Ｓ れ で

ﾚ４ ． 馮 参 四夕 ●剃 り心- 1?

Ｓ Ｓｊ椅 xl裏笛
－

ｌ, ９
－ 戻 皿絡 ㎜ 叱鷹掛fi.a者lま・夕ｐ絹ialt. 18

９ 素＆ c13 ･IJ噛
－

６．２

二
灰自 ●よ1こSSll立つ 13
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２．木観品（国 図版）

本遺跡における木製品の検出についてはすでに箕輪町教育委員会による箕輪遺跡調査報告書

で発表されているよう数多くの種頬の木製品が出土していることは明らかである．

本発掘爾査における木製品遺物は5000本余りの木杭と小最の農具及び生活器具類である．そ

の申の一部を示した．

業 ６ 表　 木 製品 観察 一覧 表

冪真番号 ●　魯 出土岫点 材賢・ 偉　　考

ｌ 矢板 トレンチ
Ｃ－２

サワラ

板 状に 木取 をし 片 飼扱 に刀 物で ７１ 削り 出 して 先を 尖ら し てい る，

１ 号杭列 に 打ち 込ん だ状 態で 上 鉢の 一部 が欠 損．

２ 田舟 川● サワラ

爾 ３● と罵 ４ 槽の 蜀の 旅JI{聯． 川底 から 伏 せた 状唯 で検 出 され た．

田 舟前 方祁 の一 郎で. 滴方 左概 後節 欠損 し てい る．一 本遊 りで 庭 部

は 平らに 剛 られ てい る．輪 式雇 ．製作 方法 は舟 の内 包11ぴ 舟先 は葡

りで 引き. その 後皺 状道 具に よりく り ぬい た.軸り の痍 が男 確にａ ゥ

てい る. 前方 角に 把手 が魯 いて おり, こ の把 事は 対で あり た と乖 う，

３ 叫l'駄 トレンチ
Ｆ ザワラ

ト レン チＦＩ ．糠 鯨ａ 査 の折 、出 土 した もの ．第 ３盾 の上 層部 に 捉

れ てき た＊ 献な ど に混 じ・ て出 土し た． 先輪 の 蘭方 が折 れて い る．

幅 広の紺 彗 緒の 孔 も大き い．

４ 山'ﾄ 駄゙ FCIS サワラ
欠 慨し たも のであ る が根締 の一 孔 が残り てい る長 縮 が内 側によ り て

い る． 表・ に足 で磨 滅し た疸 が 残る．

５ 木槌 Ｃ－ｌ ヒノキ
曳代的な木槌である,抗のための孔もきちんとあけられ孔の中には

殿，横のタサビが打ち込重れている．

８ 桶のふた Ｃ-ｌ サワラ 柾鐸畿を使州している．円彫であるが―無欠嫡している．

６
下駄

(･女性用)
ＨＫ３
庸

サワヲ
一 郎欠 損．鼻緒 の 孔が 糞に 襖し てあ け られ てい る．輿 作時 の・ り の

繊 がはり 會り嫂９ て いる ． 鯛歯 がへぅ て いる ．

７
ｙ●

(小鉢用)
ＧＲ３ ザワラ 轟緒の位教.製作方法.楊人用と同じ.同時代のものと考えられる．

９ 木輿
卜３

Ｃ-１ ずワタ
●無木の内をＵ字状に剛り､母の一郎をＶ掌状に鋭利な刃物で切り

取りである．

10 漆器
¥椀

トレンチ
ＤＥ

ヒノキ
柾目匈を横に木取をしてあり黒擦をかけられている．表面､底部に

塗擦の良が残る．餓阜蓼慶塗り？

Ｕ 簾謄
平椀

HG13 ヒノキ
作 りは10と ㈲じ であ る．内 外面 と もに 撒瀋 が残 り てい る．やは り 岐

阜 毒騰 血
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木枕( 図刷ヽSO)

木賊は第;1嘔と弟･|層水ill画に｢碍悍1.て水跡.･11畔としてΓμ･ こまれたもので総数11卯木に，

も池Ｌでいる，4･杭のほとんと･は暗誦時l,こおいて既に腐蝕が強く遺行しているi､,り1,あIJ慨職

にいずれ4j取りl･Ｕ たが破碩ＬてＬ吃-.･たi,の1,あ５．また腐蝕度Erlφないｔぴ･もあろ．

腐蝕ｔ 頭編腐蝕したものと光端部腐蝕したものの1 岫りがあろ.I まとんと鴫部腐蝕･Cある．

これil第Ｚ層，堵３喘}涸jの崩耕時に頌11 咳ｌ ，摩滅されておりlμ,込んだ当時の状態を址乙

こ１のできるのは･μない，残IF状態のよいt,ぴ)た･け4こ囃･･Jてその1111.状況の蝦察から木院分間

を試みた． 木杭力材質の人部分は．サワラ利で打ち;桝・ によるみかん割製ll で･klXりを行-･,て

ある．光抽舷の昿llは 斂叫製の刃物を利111 L て数回ヽ101･JIほ どの打撃によりｉ らせているt､の

が名い，

Ｉ 騎　１･1 刷ド部力４,綸1!1されたもの･CS1司部心加llか他の木隨の咄i;状態がＳた'りiii に

珊を111LJul,IIIL(いて･ IJ物似用とil.ｌ われないも力，jj物を用いたとi･れほ･鈍器であると.l.わ

れる一群．

２ 瞬　木目が ．角形‥1 たi.Ｈ£角形;こiiい91 をり.している{,ので打別法によるみかん割裂豺

でサリラ材を蔵本とする1､の．

３聊　 ぷ卜 が}]湧･形４いし台形をＭｔ るもの．付賀IFワり材の柾li 角村を肌４とするi､7j。

やや細｣６ヽi,[7'心 太く細,6･いもめが1£られろ.

－7M －



４剣 木口が板状のもの、縦 、檎のバランスのとれていなlヽ もの．やはりサワラ材である柾

llで真っ直なものと箇があり曲がったものがある．

５飢 木口が丸形のもの．白熱のまま先端飴を加工してあるもの．材質は松．白樺を利用し

てありサ!7ﾗ 材以外の＊航であるもの．

集 ７ 岩 木器 分 類 表　　　　　　　　 殤よ 一長き　中一梱　 下一厚さ

毒＊
口 鱈

残侈
走・
－

失紺
紅 ●

出土

●附
個　零 ｌ ＊ｐ 鯖 歿翁

S咀
㎝

芦梱
m

出土

魯所
偏　 冊

１ 巽
彫

！
Q.e

7,2
4.9

６ １号
筑列

刃物使用か？

３

Ｓ

§

抑

S. 口

S.S

●.口
６ ＧＳ３ 単が摩して蝦い

光７Ｓに削られてい６

２
ｉ

２
17.5
S､S
6.7

Ｓ
a号

剱卿
角簒分を削っている 11

φ

4.2
3,5

４ Ｃ】
水路

断獄jt少なく 光輝畠が寧になゥ

1'し･６

３
刄.ひ
?.X
S.0

７

Ｆ Ｉ

トレ ン
ｆ

一liMS 工なくゞＳか 剛ら れて

いる 1X
40,3
5,X
4,Q

４ Ｃ３・み
呟の索杭ヵ哩 で打らこまれ馴 れ

てし 衷り でいる

４
S1､2
4.9
1

６ ３号
杭痢

角ＳをＳ
。ていｅ

失尖りでぃう
13

?3,S
S.4
14.4

Ｓ ２号
核卿

削りぬlはゥ者りしている

３

ミ

ｉ

Ｓ
S.0
4
6.G

FCla ・凰を胴ｑｔ１･Ｓ

４１

14
SI.0
?,5
●,|

３ ２昂
檎列

孤 歓一越か ら削り込ん でいＳ．

申央 に刳りXa ‘R られ高村 利
用か

６
12.0
4.0
ふ.5

９ Ｇ Ｃ６
仮 栂な 刀御で同ぅtS･ 剛りljl

きれ い 1S
弱.2
10,0
4,3

？ ３母
晩列

剛り脚ま･｡きりしてﾚ･る

７
郭.0
5.04.1

12 １号
机冽

嗣り の
・j' 葡1C比 ぺ多く 嘘

り た
水枕 であ６ 1S

4S,0
7,?
3

３ Ｈ ‡４ ●●●●火処壇している

Ｓ
a2.6

3.S
2.5

６ Ｇａ 春㎜ ４訓化蜷厘してある

Ｓ
ｌ

17 S3,0
皿侵ｌ ２ Etj3

木路
哨qXi‘知明である

９
39.6
4.2
3.S

７ C-1 ●●齢i;平 1e 拘1･ ？
Ｓ ＣＩ

或略

・Sia 析itり･ る，佃Ｔ刀物 にt

鋭利 なもの使用

検出木杭は全体的に見ると３類が圧倒的に多い．５類は溝遺構の一部（113 ）に見られ組采

を伴りて検出されている．末杭の中では一番新しいものと土壌堆積・ からもはうきりしている

材質は1 ヽ16 ，全てサワラ材である，先端鮮加工については角鄭を削ったもの，三薗を削り，

一面を残したもの，四薗全て削り込んだもの，先端都を炭化処理されているものもある．

檀板 （図47 ）

第３層，第４層から検出されたもので．畦畔土留の芯，水略土留の芯として用いられたもの

であり木杭を伴りて検出されている．材質はサワラ材で柾目植を利用している．長さはｌｍか

ら２ｍ、厚さ２㎝から3ca 、巾1ひ～15eaのものが13本検出された，割りによる製材であるが刃

物の打撃痕は見られない．（長さ115.5巾10cm 厚さ２ｃｍ第３眉は1土品）
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３． 石 番（図51 ）

今回の爾査地において検出 された石器は縄文時代の石鏃や打制石斧・石砥・弥生時代の磨製

石鏃．及び中世以後の砥石である．

第 ８ 衣　 石器 観 察一 覧 表

押図 番 号 分 麟 石 貧 出 土 地点 鎔　咎　轍 備 亀

１ 石　鏃 黒曜石 Ｆ Ｂ－４
凹ｉ 側 置石 巣．阿ｉ 魏 羞卜こよ る丁申 な 仲り がな さ れて おり ．斯阪

は レ ンズ状 を 且し て1 るヽ．

２ 石　鏃 チャ ート Ｃ-２
凹 基 態茎 石鏃． 荼鈴 の挟 り社あ まりな い． 鏑 婁両 面T 寧 な 作り ．

断ｉ レ ン ズ状を 呈 してﾚ るヽ ．
９ χ

３ 石　鏃 黒曜石 Ｃ-３
有 茎 石鏃．

両 面自 整 であ るが 一郎 宋潤ｌ 郎分 がみ られ る断 而溥 ．

４ 石　亀 チャ ート 畦畔１
後 形で ある が 欠け てい る．ぅ まみ が中 央に 着 く，刀 擲に 使用 痕 が

見 られ る． 貝堵欠

Ｓ すr製石 斧 砂　岩 Ｃ-１
世 彫に 輿 する．

片 面に 恥 離が 多く み られ． ま た．岡 轍 の 鰐整は Ｔ寧 であ る． Ｔ郎欠

６ 打 製石 斧 砂　岩ＦＨ３
蜷 ● 彫に 禽す る が腹 部が 細く 繭堕 され てい る. 片面 に自 然iiが 残

り ． 片両 飢漣 され 、 薦母 刀郎 はき れい に講 善 され てい る． Ｔ弊欠

７ 打 製石 郵 砂　岩ＧＲ２
短 御 彫．斯・ 自 然面 を利 用し 、片方 を 剥離 筒橡 郭丁 寧に 圃整 し て

い る． 刀 先が 丸い ．

８ 雲 塁砂　轡畦畔１

駒 形 を§ して おり 研 き● 竃が 岡・ に舛 方角 に 残り てい る,孔 も 奥

綿に 阿ｉ から あけ ら れてい る. 基部 は やわら かい 映 状を・ し てい

る．
Ｔ鮪欠

９ 砥　石 磋　増Ｃ-２ 使用ｉ は 表良 の 二ｉ で両・ と もに 斜 方向 に碍 き使 用痕 が 残る， 小形

10 砥　石 娃　岩Ｆｅ３ 恍旱 面は 一 画であ り ．や や旗 状 の研 き， 使用 痕 が甕ら れる ． 小形 破 片

石鏃は第３層黒土の中より検出されたものであり混入されたものと考えられる．打製石斧も

同じと考えられる．但し５は榛暦上より検出されている．詞査地区南東の信英蓄電気ＫＫ飼査

の際磯層上から検出された流木がC14 により縄文晩期に属する報告がありこの５は混入ではな

いと考えたい．磨製石鏃は第２木杭列の杭の直下より検出されており５層下郎にあたり弥生面

であるのでこれも混入したものでないと考えられる.
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４．金属器（菌52.S3.5jl）

金属酋として，中世．近世の鼓舞，近世の煙管，近代，糧代の農具，馬具頓である

第９表　金風器機爾一覧表 ※上一長さ　中一巾　 下一厚さ

・番番 分 頓 ・ 奮 削蓮ぷ
・ ｌ

重 さ 雄　菊　亀 歯　 考

ｉ M 銅
Ｃ-２．６

(・)
２,４
－

ｊ

lgj

3
明飢瞬 太祖鳶 託児蓼作.・ 文牛・Ｓ 嘸及ぴ孔郭 は.憾。きｇ

して1 るヽ． 背文ぱ・ に より不嘲瞭．

２
冒-

銅 FMjo
2.3
－

0,1

2.8 ・ 文．Ｒ募ゑぴ 孔聘ａ ，ａゥ きり峰ぅ てい る．背文は ない．

３ 偏 ＧＱｉ
3.4
－

0.1
1.e 祠により 固文がぶ明 暉

４ 峡 Ｅ艮脚
X.i
－

0.1 3j ｉ文明瞭

５ 鉄 C2-ll
?.4
－

0.1 S.9

６ 飼
C?,IX

2.3
－

0.j

2.1 ・亥の永ａ李が２～Ｓと異な９でいる．

７ 媚t篤 價 ＣＩ-９
3.9

＝－ l.4
ｌ 畠４加Ｓ しが 大●く 片●してい る.阿骨僊､ 大●と細叙を

管状にじ た卿 の倫ａ 咄が瞳６ 聾ク痢1 入 剱の入Ｑに畏 る．

大S と會葡に
一 鵬

れなl 、ヽ

Ｓ 囁口鍔 鯛 CI-3
6.6

－
－ 3.4

澗齢･r跨たなﾚ 畷ヽ口 囃で●●口ａ やや●ら みかｇられ６ ．
基部4峡-
一甕丿吹 叶て

S≒る．

９ 吸口節 價
Ｃ２-譚

S.2

＝

4.4
別毎1 持９ でＳ くな･｡ており.先暗翁4こ球 齢の馨 らみが 見ら

れる．
aヽ1Utiμこ

圃娠条丸めて
94尨こした聊
-

り ，７ａｇ・

蜘 と1餓お邸j
と1?あ ６．

10 機口蜀 匈 C2-S
6.4

－
－ 2.6

ql喪から 先扁に 向かり で庫篁lg ・ く な、ている.竹・ の費

ヴi･樟 入郎に11ら れ乱

11
吸口抑 匈 EIIS

4.9

－
－

４．４
恢口先 喝1こ向かり でゅるやかに匍 くな９ てい る．

憧ぬ吸 口暉よ９硲い．

12 瞳ａ 蝕
ＣＩ 水l

IS

11.a
－

C.S 誂
S･111 ぬ‘ １ かゥ た心1 吽I大郎 が軸く 摩耗し簑ぉ遷佃も漣 んで

いる．
半 分欠

13 晦粛
佩 CI-2

IZ,9

12,j
ひ.S

笥.l
1ZとＭじ.
1141t旭の町人ｌぅと釘の痕跡がｌ今収６． やjl欠

14 ii 歌 靫 CI-2
1自.7
酋.0

l.7
ＳＯ

腐蝕S喘 んでい 苓が一応完g. りiS に肖tlilり; 飛ぅている．

研卵 箆４ 摩耗して洵 い．

15 ま軸 ａ Ｃ１－４
昨6.6

内S.3
j､e,7

恥.6
叫独 唱の乖巣 迪１とi●えられう,師がa ん で4･るが岨合畠 炉

1とられない ，

15 爾金Ｍ 紗 ER,74
4,S
－
l.a

5& 鳥願月 嘩の傘↓ぶと
・ えられ6. ● りａに 本ジ暇S111ら れ.膚

聴 桐鮮ll･らしんない ．

1? jfかぎ ａ C－2-11
1a.口

カギ3.0 訟.寸
岫Si障くｌ いている が先も鋭く尖 がりＳ Ｍ雇 匯)柱.柄の 細分
Sこ入り だ研の直 卵こ●がぅ て１心・Ji 老ちん と段 ｔ々ﾚ るヽ． tl;

19 桑切幡 眼・Se FB-17
吻

器,口
－

＝

刃9.S

2
－

129

・lt廬 の桑偽峰であ る.・6 豺 貧li.くＳ 家でＬ りかりt.て

ぃる。また.1･ちあ1く，中 表ｙ がS●く なり，眼旅が楕円 域iこ

● れて いる．

喘夕ｕ もさちん とλ ゥでぃる．

応Ｓ＆

11 r7 軟鋼 £019
9,1
1.4
0.5

23
芯1こＶ４ 嘔の欧？その匂甘を｜－ の餌振で楡|･|励 こをjその價

rl鮪と肘金Ｔ が中 央部に帚る．

刃峰と思われ

る番研は折れ

ており栖９ 佃

分り すlご轟l･

ぺ|
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洪武通宝は大曲より移入されたものである．寛永遍宝は一点ごと単独に検出された．本遺跡

内箕輪地区からは一ヶ所７点 が１なった状態で一括出土している．｛第７次｝また背文「文」の

字が砲認されているが、本間査区は全て背文なしであった．本地区では一都昭和 の岫めまでは

牛屑の使用は田起こしだけであり、ふませには利用できなかったとのこと金具顛はこの田起こ

し機の金具だと考えられる．これらの金属類は第３瑠に集中しており、上下関係なく混在して

出土している．なお桑切鎌は昭和釦年略渠排水作りの時忘れ屁入（暗渠用粗豪中より出土）し

たものと思う．銅板轡き柄？の器形その他不明．

５．種子種勧残會遺物

本調査区から検出された種子頬は当遭跡で出土していたもので、新たな検出はなかりた．

誘１０表　 出 土 植物 種 子 一 覧表

ｎ･ﾀﾞiφ 鳶皿 ｓ 位 出土状 配 鶴･rM 点皿 １ 世 幽 土状況 騨･舟i 点数 眉 位 出土状攬 鯖哨･1 ぷ倣 辱位 出土状 況

C-1 ２ ３ 机 の貫 Ｅ ２ ３ くる み･檎の 高 1` DIS １ ３ 訟カ サ gl･ 響皐 ３ ３

１ ３ E1 15 Ｉ ３ 晩の実 阿 ４ ｌ ３ 健の 実 Ｓ 四 １ ３

ｌ ３ 司14 １ ３ くるみ FjS １ ３ くるみ･嶮 の寓 Ｓ Ｉ １ ３ く るみ

C-2 １ ３ く るみ EK19 １ ３ ＧＫ ４ １ ３ 不哨 鴎 講4 ２ ３ 晩の貪

２ ３ 皿ヵｆ ＥＬ １０ 松力 争 ＧＬ ４ ２ ３ くるみ･檎の実 Ｃ Ｉ

１ ３ く るみ １ ３ くるみ ＧＲ ８ ３ ３ 僥 の賃 HM16 ６ 阻爵 檎の実

Ｘ ３ 晩の実 EN 14 １ ３ 檎の輿 ９ １ ３ ？ ３

３ Ｅ０ ９ １ ３ ＨＬ Ｓ ２ ３ - 剛- ＪＴ ５ ２ ３ く るみ

じ鯖 内 ｌ ３ く るみ ES 加 １ ３ 11-A ２ ３ 喰ヵ 寸 TF ５ U μ 外ﾁ叫

１ ３ 不明 ＥＴ ９ １ ３ Ａ Ｉ １ ３ くる み Ｅ ３ くるみ･檎の寓

３ 佻の実 ＦＢ Ｓ ２ ３ ゛ 梅 ３ 繊 のＳ

くるみには．かしぐるみ、ひめぐるみ、鬼ぐるみの３種か検出された．桃の実が一番多く27

猷．梅の実も１佃出土した．これらの中には堆積以前に虫に食われていたものもある．トチの

実は皮の部分だけが残っていた．

咬版18 のｌ はかしぐるみ、２はひめぐるみ、３は鬼ぐるみ．４は桃の実．５は松笠、６は梅

の実である．騰や川跡．第３屠から出 土しているが、この面から伴出している陶器片、木杭と

間特集のものであるか明確でない．今後の爾査時において慎重に配慮しなくてはならない．
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第Ｖ章　プラント・オパール分析結果

古 鳳 檎 研 究 所

！ ．は じめに

この鯛豪は、プラント・オパール分析に用いて、箕軸遺嚇 仲 田地区）における稲作笏の検

査を試みたものである．

２，試 料

1992年7J13 日に現地筒査を行りた．飼査地点は、陶ｌ－ｋ ８の８地点である｛図２｝．賊料

は、各調査地点の土ｌ 墜面において各層ごとに５～ｌｅｃｍ間隔で採取した．試封槻乖には、容

量5（ki の採土管およびポジ袋略を用1 だヽ ．試料数は計43点である．

なお、層名は各地点において層相の劃 ﾋ ご゙ とに付けた番号であり．地点間の対応関係を示す

ものではない．

３． 分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント．オパール健１ 分析法 Ｓ 原、19司 」をも

とに、水の手順で行りた．

（１） 試料土の絶載｛106℃・24時間｝、仮比重劃定

（２） 試料土約ｌｋｇを坪量 、ガラスビーズ添加 直 饉約4伽 ｍ、杓0.02g ｝

※電子分析天秤により１万分の１ｇの襲虞で坏量

（３） 電子炉灰化法による脱有機物処理

（４） 超音波による分散（ＩＸ）Ｗ・42KH ｚ・10分間）

（６） 沈底法による徹粒子 圀 。ｍ以下）除去、乾燥

g6 ） 封入剤（ｔイ キフト）中に分散、プレパラート作成

（７） 検錬 一計数

同定は、機動細 包珪酸祚に由来するプラント・オパール 似 下、プラント・オパールと略す）

をおもな対虜lとし.4【X珊 の偏光痢●曲下で行った．訃歓は、ガラスビーズ個数が31 】以上にな

るまで行りた．これはほぽプレパラート１枚分の精査に相当する． 献料ＩＫｇあたりのガラス

ビーズ闘数に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズ飼数の比率をかけて．試料ｌｇ

中のプラント・オパール慨数を求めた．

また、この償に試料の仮比重と各植物の換算係数（機働細砲珪最体１個あたりの植物休載重、

単位:IC μ 刻 をかけて､単位面積で履厚1cr ｎあたりの催物体生産量を算出した.換算係数は、

イネは赤素、ヨシ属はヨシ、タケ亜科はゴキダケの値を用いた．その値は、それぞれ2.94（種

実１ は1.03）.6.31，0.48である（杉山 一藤原.1qSy ）.
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４．分析 結果

プラント・オパール分析の結果を表１および図４、図５に示す．なお、稲作跡 の検征および

探査が主ａ的であるため、同定および定量は、イネ、ヨシ属、タケ亜科、ウシクサ族( ススキ

やチガヤなどが含まれる)、キピ族( ヒエなどが合まれる) の主要な５分類群に限定した．轡末

に各分類群の顕咎暑写真を示す．

５．考 察

(１) 稲作の可能性について

水田跡( 稲作跡) の検征や探査を行う番合、一般にイネのグラント・オパールが試料１Ｋｇ

あたりおよそ5,0(X)個以上と高い密度で検出された場合に､そこで稲作が行われていた可能性が

高ﾚ とヽ判断している．また、その層にプラント・オパール密度のピークが認められれば、上層

から後代のものが混入した危険性は考えにくくなり､'その層で稲作が行われていな可能性はよ

り砲実なものとなる．以上の判断基準にもとづいて、各地点ごとに稲作の可能性について検討

を行うた．

(Ｄ ｋｌ地

ｋｌ 地点点では、１～９屠について分析を行りた．その結果、１～４層においてイネのプラ

ント・オパールが検出された．このうち、１層( 現表土) ではブラント・オパール密度が37,9(X)

偏／ｇと非常に高い値である．これは閥査地点の現碗が水田であることと符 号する．また、２

層についても比鮫的最近の水田耕作に由来するものと考えられる.3 層と４層では､密度が10,000

個／ｇ以上と非常に高い値である．したがって、これらの層で稲作が行われていた可能性は極

めて高いと考えられる.

②Na2 地点

ｋ ２地点では．２～４屠について分析を行った. その結果、２層と３層からイネのプラント・

オパールが検出された．密度は7,100～9,000 個／ｇと高い倣であることから、これらの屡で稲

作が行われていた可能性は商いと考えられる.

③Na3 地点

ｋ ３地点では、１～ ７層について分析を行った. その結果､ 全ての試料からイネのプラント ー

オパーxレが検出された．このうち、１層( 現表土) および２層で検出されたプラント・オパー

ルは、現在もしくは比鮫的最近の水田耕作に由来するものと考えられる．３層、４層、６層、

７層では嗇度がいずれも5,(KX》儡／g 以上と高い値であり、４層や６層では明瞭なピークが毘め

られた．したがって．これらの眉で稲作が行われていた可能性は高いと考えられる．５層では、

密度が1,700～2,800儲／ｇと比較的低い櫨であることから稲作の可能性は考えられるものの、

上層や他所からの混入の危険性 も否定できない．

－95 －



＠N14 地点

細４地点では．３嘔と４剋にっいて分折を行りた．その結果，両層からイネのプラント・オ

ｊ{一ルが禎出された．このうち３１ では密度が10.(順)劃／ｇ以上と極めて高く，４１ でも密度

が7.0(X》鏑／ｇ以上と高い値である．したが，て．これらの雇で稲作が行わ九た可能性は高いと

考えられる．

⑤ ｋ ５地点

陶５地点では，３～５屡について分析を行りた．その結果, 全ての献料からイネのプラント・

オパー/レj1検出された.このうち.4 層上部では密度が9,鴉C》鐘／g と高い値である,明瞭なピー

クが認められた．したがって，阿屑で稲作が行われていた可能性は為い と考えられる．３眉と

５嘔では密度が2,0(X》鮪／ｇ以下と比較的挺い 價であることから稲作の町箆性はかんがえられる

ものの，上層などからの脆入の危映性 も否定できない.

⑤ 恥６地点

紬16地点では，３層と４屠について分析を行った．その紬果．３眉からイネのプラント・オ

パールが検出されたが密度は2,9(X)佃／ｇと比絞的低ﾚ 値ヽ である．したがりて，同爾で榴作が行

われていた可能性は考えられるものの，上層などからの混入の危鏡性も否定できなlヽ.

CI》ll･7 地点

岫17地点では，１－６層について分析を行りた．その結星，１～４廊でイネのグラント ーオ

パールが検出された．このうち．１岡および２瘤で検出されたプラント 一才パールは，現在も

しくは比較的最逝の水田耕作に由来するものと考えられる．３眉と４畑では密度が5,(X刈瞳／g

以上と高い値である．したがって，これらの嘔で新作が行われてい た可能性は高いと考えられ

る．

(Ｓ ｋ Ｓ地点

ｋ ８地点では．２～４瑠にっいて分貨を行りた．その結果．２眉と３●上都からイネのプ ラ

ント・オパールが検出された．このうち．２層では，密度が5.900佃／ｇと高い値である．した

がりて．同屠で稲作が行われていた町祭件は高1 とヽ 考えられる．３●上部で社密度が1,舶０仙／

ｇと低1 哺lであることから禰作の可能性は考えられるものの．上層などからの混入の危演性 も

否定できない．

(２) 古職境の推定C 図５参際;

ネザサなどのタケ亜料植物は比較的乾いたｉ 壊条件のところに生育し，ヨシ1;j比較的塵･フた

土壌条件のところに生育している．このことから，両者の出観傾向を比絞することによって土

層の堆積環境( 乾湿) を推定することができる．

本遍肪では，全体的にヨシ属が●勢であり， 夕ヶ亜科は比鮫的少量である．特に．イネの出

現以前およぴイネが減少する・ 準では≡lシ鵬が圧倒的に卓越している．このことから．糾査ｇ
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一帯は稲作の開始以前はおおむねヨシ属が繁茂する湿地帯であったものと考えられ，そこを闘

朧して水田が進成されたllのと推定される．また，イネの出現以喬も依然としてヨシ属が多く

見られることから，水田雑輩などとしてヨシ属が生育していた可能性も考えられる．

６．ま とめ

以上のように，恥１句点の３屑，４用，恥２地点の３●，挺３地ぷの３層，４眉，６雇，７

層．ｋ ４地点の３層．４眉，恥５勣点の4 ●，117 地点の３増，４眉の各層ではイネのプラン

ト・オパールが多最に検出され．これらの●に稲作跡が埋蔵されている可能性が商いと判断さ

れた．
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第VI章　総 括

冥輪遺跡の調査は箕輪町と南箕岫村の双方でそれぞ11皿査が行われて来たが．部分的な調査

であり、今回の調査は箕輪遺跡における最大規模の痢査であうた．それ故、新たに確認された

ものが多く、またとりあげた進物の数も多かうた．今回の調査地が後背湿地と地形的喋塊がよ

く土壌の堆積状餓が良好であったことなどから、箕輪遺跡における水田様相の変遷などについ

て斯だな事笑と間題を加えることができたことは、繁●ｓ揖爾壷とい５あわただしく行われた

中での最大の収攬といえよう．箕軸遭跡の圈掴は各層の遺構の時代確定が困難であり．各時代

の冰田区百の全体像が検出されていないところにある．それには発循の技術的な問題として取

り縫んで行く必要がある．

今回の調査では横板を畦畔の芯にいれる構薬方法、斜めに杭を打ち込み足場を安定させる方

法等、水田施設の遣講の検出は箕輪追跡内でははじめてのことであり、全国的に見られる水田

施設の構策技術が伊那将にも伝わうてきたことを推定する上でひとつ の資科となったが、これ

らの遺構の時代を明確化すること杜できなかりた．

銅査地が後背服地と言っても形成時は天竜J11の影響を受けており、天竜XIIによりできたよど

みの部分に土壌が堆積していうたために層に大きなうねりが見られ、礁層の落ち込んだ７１ 以

上の士壌の堆翻が見られる部分に遺構、遭物が集まっていることが明らかとなりた．これは時

代を油るほど凱著となりてくるように思われる．中田地区に限ってではあるが．各呻代の遺物

を含む包含層がｔ腔的安定しており、暦によるおおよその時代的判断ができた．当地は昭和２

７年から行われた士丿岫4r良時に東側の堤防、微高地を切り崩し、土をのせただけでありたので

第１層から２・ はその時代の客土である．第３眉は疑問はあるが遺勧から見てかなりの時代の

儲をもち．中世から近代とすることができよ５．第４屠は、上層からの遺噸･の胤入も少なく平

安後期から鎌倉期の中世と見ることができる．第５聯から６■は５●申より磨製石鏃、６層上

面より東灘系Ｓ字粂痕甘土器が出土しているので弥生時代後期から古墳時代に比定できる．プ

ラントオパール分析の調査では、土壌の堆積状況のよいところで轜明瞭なピータがみとめられ

最下層では第７層下層らもプラントオパールを検出し．科学的にもこの地で古くから稲作が行

わね､ていたことが鮮明された．先に遂べた．古い時代になるほど水田の範囲が狭まるというの

は、６層の広 がりが東西６ｍで河川状に南北に続いており、そこに齢岡県の登呂番翁に代 表さ

れる矢板 一杭などによる人為的な水田遣構が見られないことから、帯状にのぴた温地帯での緬

めて初歩的な稲作良耕が推定できる．つまり収善量を増やすための稲作技術が当初．この地に

どの程度“鳶’と共4こＪ､りて来たのかが罷剣となる．これは箕輪斎藤がもつ山地●購遺跡とし

て性格を知るうえで１つの糸口になると考える．今回の調査だけでは判断することはできない

－no 一



ので，今後の周遊では蔽･F層の水用嘔まで綿ｌ に調査をする･ｚ匍があろう．

出.1:Lた磯物にりいてであるか，ｓ 査tｉ稽の広さに比例しその敬も過去の箕輪遺跡の周査び･j

中でも 一齢の¶.のとなり，楯 な々 場,のが川七してが中でt,1:・ ・陶磁・ 鵬は申世のｌ 輪遺跡と

この地の様相を如る･ つの歯科とな･,た．まず.12 慢&!かr,151 紀かけての･ 鰐の気配附織し

か1.ち叫なかりた還物が参●川↑ILたこ七である．これはきi時この地に有力者がいたことを物

屠るが，文献などでもこの時潮のことはは,Ｊさりしておらず，今俵ぴ･凋 査研究の参考になるこ

とである．また陶磁ｌ の畦地にj､り１時の経済活動，物品の楠ｉ 経賭などａ 去の・ ｇ様棚･り一

廟を知ることができた.

しかし，本興奮地力.は木|||澄男であることを考える時．疑lllが鸞れる．|･ 遺物が喝３鵬に輿

中し， 七・ ・嘲磁器か混在散在していること. ｚ=出ll 遺物i･よ411力?IIの使月1するものが多か･･･た

こと．水田而が腿い闘の永田址であれljlうなりlt 石.輿査逢,ａ北・x００ｍｙ｣ところに箕輪111114

城址がある，二の城址11妊地の微商地に他置していた．昔からこの微高地から巾朋地区の水声

紅俵に-Ｊいて賞Ｌ．または 城.|;をＬたと伝えられる. 昭和2xJ年代の･EJI 改良事業においても卜

ｕツロ'c l:をilんできたという. ギ成元年翼輪町で111中城址を剖査したが．遺構・畿物がすこ

ぶる少なか･jたｊ 報告貪)本爾俺地点で川土した遺物の一郎分は運ばれ てきた4, のと考えたい．

従って直接箕輪農民が使jllしたものでないと考えると疑問が解ける．

箕輪進路が学会に注ll されて以来・3甲．瀾扱緒槌劃，関係者の努力によりしだいにその腿抑

がl!らかにな９てきている．ＬかＬ、いまだそＪ)全容の11 とんどが･jかめていないのぷ現状で

あろ｡ ＬかＬ，蜀輪導跡内におii ろ|剛繩ij!rとともに嫡朗lし．調査c7･追い-J かない状況に きて

いる.i 簡人の愉匈を削で残す,二の遺跡を今匯．いかにして峰凛し.他皿に伝えて1ヽ くかを関係名･

は真剣に今考えていくぺきであろう，

また今|,1］の調査で堀りまた,哩め戻した木抗列C水

路｝と殤優陥没の交差雌９を将来卜趙買収Ｌた企

果の好童により柵 剔11L 観覧できる.l う4こもなれ

ぱ．幸せであろ. ここに樫作を折り，水との戦い

を窟に続けてきた貰幡農民 の喫を見ることができ

思いを中世に馴らil ま十．

最後になりましたが悪条件の巾，艮い間調査にご鳩力，ご努力いただきました関係傲関・関

係者のみ･々 ・調責升幽をしていただいた県文化課係咎丸山双生，小池IE ●，水川ＳＩ μ法の指

導勒･胃をいただ･いた大竹･IE寥.中11t以後のＳ磁盾にりいてj'寧にご教小いただいた理ｔセンタ

･liJjl寺門上岑の刄々に厦く感痢1. 厚く御礼申しあげｉｆ ．

澗曜]j長　　 本　Ⅲ　 秀　明
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3

4

5

6

7

8

9

10

箕輪町敬育委員会1980

箕輪町教育委員会1981

箕輪町教育委員会1982

箕輪町敬育委員会1983

箕輪町教育委員会1984

参

『箕輪遭跡J

r 箕輪遺跡』

r箕輪遺跡』

｢箕輪遺跡｣

考　 文　 猷

第1集

第2集

第3集

第4集
『箕輪遺跡』 第５集

箕軸町教育委員会1991 『箕輪遺跡』 第６集

箕輪町教育委員会1991 『箕輪遺跡』 第７集

飯岡市敬育委艮会1988 「恒川遺跡 『田中・倉垣地籍〉』

長野県教育委艮会1991 「吉田川西遍跡」

群馬県教育委員会1982 『日高遺跡』

11 勢東京都埋蔵文化財センター1983 r 多摩ニュータウン遺跡』

12　中部建設協会1985 「天竜川上流域地質図」

13 出川直樹1983 『やきもの鑑定入門』

14 矢部良明1992 『日本やきもの入門』

15 静岡県埋薫文化財調査研究所1986 「川合遺跡」

16 静岡県埋蔵文化財爾査研究所1988 「瀬名遺跡」

17 静岡県埋蔵文化財調査研究所1988 『長崎遺跡』

18 長野県教育委員会1990 「石川条理遺跡（6 ）』

19 長野県史刊行会　1981 「長野県史」 考古資料維中・南信版

20 長野県史刊行会　1981 f 長野県史』 遺構・遺物

21　南箕輪村村史編纂委員会1990 「南箕輪村誌」 上巻

22 南箕幡村村史編纂委員会　1990 『南箕輪村誌』 下巻

23 楢崎彰一他1976 『美濃の古陶』

24 加藤唐九郎1978 「原色陶器大辞典」

一n2 －



図



図

版
１

・ 跡凋霊地航空写頁

8照0



調 査 地 達 栗

・ 秀 雌 ７!寮

図

版
２



図

版

３

卜 し ン フニＢ　 ２　 土 層 断 興

1－レ ン フ･Ｄ － ２　 ｔ 瘤 断 面

゛` -r･. －"



凋 状 遺 構 ｜ 号

漓 状 遺 槙 ４ 号

図

版
４



図

版
５

ｊ 状遺構？号

･K銘状遺惰



-

¶ ・ ¶

lt･･lp･ 1

１ 男 枕 列 】l

１ 号 暗 列 ｍ

図

版
６



図
皺

７

２ 号 杭 夕II

２号柱列打ら込み状況



暗 渠 遣 璃 １

暗遥遺桶２

図
版

８



図

版
９

土吼状遺構

土膀出土状況

ｉ



図

版
1
0

出土木杭



Ｆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

ｒ
　

り
　
　

ｌｒ

″
　
　
　
　
　
　

―

ｌ

ａ
　

ｆ
　
　

Ｉ

図
版
1
1

,

j

… …!|
，

D

り

出土木製品 １



出 土 ち 裂 品 ２

ﾀﾞ.'‘`III U =II
（)

図

版
1
2



-

図

版
1
3

出土木取品３

●ｔ ｌｉ
ご･



IT

‥‥‥　　 ‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥, ‥,‥‥‥11… …III… … … … … … … ……　　･;

ｉ ｊ
ｌ゙ I 'I･ 124 ｡=

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

さ や り ？ や･･

,1
二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j･･'if

ｔ ″

1

3

817
乙－･ ミl目li之- 一一　-　 ＿ －－－ 。　 ……- ‥'9711

！F｡｡
７

㎜1111111　　　　　　　　　　　　　 ■

出・ ｔ製品４

図

版
1
4



図

版
1
5

出土土雌

出 上 土 師 鈴

出 土 内 黒 土 咎

出 土 土| 弔系 土 器



i ●lilP　囃　 出土細文土器

出土土師系土器｜
--■-　　- ●

● Ｓ ●･
●, 芦

出土鋪恵器

図

版
1
6



図

版
1
7 4 ａ ｐ･

出 土 陶 器 １

出 土 陶 器 ２

出 土 陶 輯 ３



--　　 出土陶器４
● Ｓ 夕Wj

●･

ぶぶ ●
7,･●●ｌ ｉ

Ｊ ’
出土陶器５

● ●･ 老 農

● ｅ ・;1

ノ雫弩。j ㎜1;|li

出ｔ 陶器６

図
版
1
8



ふﾚ･1.F7１1

- ● 扇 ●

1ﾚ１ ●:111
出土四耳壷

出土白磁

出ま青瞳

r･|･(ｘs

出 土 石 器 ｜



l－7
出土石器２

d･ ● ● 響 ・

参 ● ●爽●･‘・ 鞠 ●

● 幸 博 ●` 鳴 吸あ ぼ

出エ累曜石

図
版
2
0



ｐ

几

Ｉ`
″゙
○

Ｃ

図

版
2
1

出 土 金 属 器 １

出土金属雑２

:價r 誠]ly: 貰ど` 翼二

出土哺物種子



箕　 輪　 遺　 跡

j:？rlx ｔI ｖ ぶこ？7

埋蔵文化財緊急発扨胸査

: ぷ: ］ ７

論z にx;これ ｍr 雷



ゴ

・J「

g:j －

4 ・

”　・

亀　 －.’

し？･ こ ー

’１

7 。 ，

l 。゛＼

･･･ご 。

･　-･　I
薯 ご

ﾉ犬
誦

。♂ 二ゝｆ

- ｊ

‘

り

‘

な
j

ｌ

♂

. 一 一〃 ●

心 ¶ － Ｗ

457ﾐ

■I|　 ＝こ 暫 卜

j イ ふ

Λ ン:j

･･　　 －

屈 ご

､Ｋ ゛･　 ．　 ．ゝ ．

匹 ●にこｉ ●･ダ ‾‾ｙ '･ ｀.'‾̈ -‘
→ … ……7

1-　I.d･　.嘸ﾒ 姫 心 ぐ?1

・　.　 ’ ‾　　Ｕ４‘1ヽ

=＜
よ む つ

/　77　　.1み.　･ｔ

？そ ー

j-

今

･八 こ

て

＆

勺ｊ｡ 以尭 ＜?9

"'ｌ‥.-･･　　.

Ｘ
齢

ブ メ1.　 ，！
ｙ･-･ ｌｌ ｉ- ’ ・

夢
丿

y175 ぐし

汝]
万
々１ ∧

心

"

‐
!
’

Ｓ
 
‘

ブ

レ

吟

に

’

で

Ｊ”・
　

ｊ

・
‐ｙ

。

お2

t以T

●　,

4ｔ

Ｉ
Ｗ

Ｉ

’　“ｊ

,:湛 ｊ

ダ 腎=

ｔ ＿

５　
ｊ

。

λ
，ド

ｙｙ Ｊ

Ｊ･ ‾i l･. ；

・　　　-　4丿t.･..･･9･･i,､7.ド

ﾉ

1 ■

●
● 　 ・ χ . I

-

-
ぺ Ｊ

- －


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22
	page23
	page24
	page25
	page26
	page27
	page28
	page29
	page30
	page31
	page32
	page33
	page34
	page35
	page36
	page37
	page38
	page39
	page40
	page41
	page42
	page43
	page44
	page45
	page46
	page47
	page48
	page49
	page50
	page51
	page52
	page53
	page54
	page55
	page56
	page57
	page58
	page59
	page60
	page61
	page62
	page63
	page64
	page65
	page66
	page67
	page68
	page69
	page70
	page71
	page72
	page73
	page74
	page75
	page76
	page77
	page78
	page79
	page80
	page81
	page82
	page83
	page84
	page85
	page86
	page87
	page88
	page89
	page90
	page91
	page92
	page93
	page94
	page95
	page96
	page97
	page98
	page99
	page100
	page101
	page102
	page103
	page104
	page105
	page106
	page107
	page108
	page109
	page110
	page111
	page112
	page113
	page114
	page115
	page116
	page117
	page118
	page119
	page120
	page121
	page122
	page123
	page124
	page125
	page126
	page127
	page128
	page129
	page130
	page131
	page132
	page133
	page134
	page135
	page136
	page137
	page138
	page139
	page140
	page141
	page142
	page143
	page144
	page145
	page146

